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この「ＩＢの学習者像」は、ＩＢワールドスクール（ＩＢ認定校）が価値を置く人間性を 10 の人物像として表して
います。こうした人物像は、個人や集団が地域社会や国、そしてグローバルなコミュニティーの責任ある一員と

なることに資すると私たちは信じています。

3

探究する人
私たちは、好奇心を育み、探究し研究するスキルを身につけま
す。ひとりで学んだり、他の人々と共に学んだりします。熱意
をもって学び、学ぶ喜びを生涯を通じてもち続けます。

知識のある人
私たちは、概念的な理解を深めて活用し、幅広い知識を探究し
ます。地域社会やグローバル社会の重要な課題や考えに取り組
みます。

考える人
私たちは、複雑な問題を分析し、責任ある行動をとるために、
批判的かつ創造的に考えるスキルを活用します。率先して理性
的で倫理的な判断を下します。

コミュニケーションができる人
私たちは、複数の言語やさまざまな方法を用いて、自信をもっ
て創造的に自分自身を表現します。他の人々や他の集団のもの
の見方に注意深く耳を傾け、効果的に協力し合います。

信念をもつ人
私たちは、誠実かつ正直に、公正な考えと強い正義感をもって
行動します。そして、あらゆる人々がもつ尊厳と権利を尊重し
て行動します。私たちは、自分自身の行動とそれに伴う結果に
責任をもちます。

心を開く人
私たちは、自己の文化と個人的な経験の真価を正しく受け止め
ると同時に、他の人々の価値観や伝統の真価もまた正しく受け
止めます。多様な視点を求め、価値を見いだし、その経験を糧
に成長しようと努めます。

思いやりのある人
私たちは、思いやりと共感、そして尊重の精神を示します。人
の役に立ち、他の人々の生活や私たちを取り巻く世界を良くす
るために行動します。

挑戦する人
私たちは、不確実な事態に対し、熟慮と決断力をもって向き合
います。ひとりで、または協力して新しい考えや方法を探究し
ます。挑戦と変化に機知に富んだ方法で快活に取り組みます。

バランスのとれた人
私たちは、自分自身や他の人々の幸福にとって、私たちの生を
構成する知性、身体、心のバランスをとることが大切だと理解
しています。また、私たちが他の人々や、私たちが住むこの世
界と相互に依存していることを認識しています。

振り返りができる人
私たちは、世界について、そして自分の考えや経験について、
深く考察します。自分自身の学びと成長を促すため、自分の長
所と短所を理解するよう努めます。

ＩＢの学習

者
像

ＩＢの学習者像
すべてのＩＢプログラムは、国際的な視野をもつ人間の育成を目指しています。人類に共通する人間らしさと
地球を共に守る責任を認識し、より良い、より平和な世界の構築に貢献する人間を育成します。

ＩＢの学習者として、私たちは次の目標に向かって努力します。
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１．計６科目を２年間で履修。グループ１～６の中から各１科目を選択（ただし、グループ６は、グループ１～５の科目をもって
代えることも可能）。

２．選択した６科目のうち、3~4科目を上級レベル（HL:各240時間）、2~3科目を標準レベル（SL:各150時間）として履修。

３．さらに、以下の３要件を満たす必要。

①Extended Essay （課題論文）･･･学習している科目に関連した研究課題を設定して自ら調査・研究を行い、論文としま
とめる（日本語を選択した場合は8,000字）。

②Theory of Knowledge(知識の理論）･･･学際的な観点から個々の学問分野の知識体系を吟味し、理性的な考え方と
客観的精神を養う。さらに、言語・文化・伝統の多様性を認識し、国際理解を深めて偏見等を正し、論理的思考力を育
成する（最低100時間）。

③Creativity/Action/Service（CAS：創造性・活動・奉仕） ・・・教室外の広い社会で経験を積み、様々な人と共同作業
することにより、協調性、思いやり、実践の大切さを学ぶ（最低150時間）。

４．国際バカロレア資格（IBディプロマ）の取得には、上記課程を全て修了し、最終試験を経て、45点満点中24点以上を取
得する必要。配点は、６科目で各７点（計42点）、３要件で計３点。

※ 授業及び試験は、原則として英語、フランス語、スペイン語で実施。 は、日本語DPの実施対象科目。

国際バカロレア(DP)のカリキュラム

グループ名 科目例

１言語と文学（母国語） 言語Ａ：文学、言語Ａ：言語と文学、文学と演劇

２言語習得（外国語） 言語Ｂ、初級語学

３個人と社会 ビジネス、経済 、地理、歴史 、情報テクノロジーとグローバル社会、哲学、心理学等

４実験科学 生物 、化学 、デザインテクノロジー、物理、環境システム

５数学とコンピューター科学 数学スタディーズ、数学ＳＬ、数学ＨＬ、コンピューター科学

６芸術 音楽、美術、ダンス、フィルム、演劇
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国際バカロレアの認定校 
（平成26年4月1日現在） 

 

（１） 世界における国際バカロレア認定校数 
 

     １４７か国    ３，７２４校  （２７校） 

        

       うち  ＰＹＰ実施校  １，１３４校   （１６校） 

           ＭＹＰ実施校  １，０６６校  （７校） 

           ＤＰ実施校    ２，４８２校  （１９校） 
 

※ （）内は、日本国内の認定校数。 

※ １校で複数のプログラムを実施している学校があるため、プログラムごとの学校数の

合計は全体の学校数と一致しない。 

 

（２） 日本国内の国際バカロレア認定校 

※・・・学校教育法第１条に規定されている学校 

学校名 ＤＰ ＭＹＰ ＰＹＰ 

※ぐんま国際アカデミー（群馬県） ○   

インディア・インターナショナルスクール・イン・ジャパン(東京都) ○   

Ｋ・インターナショナルスクール（東京都） ○ ○ ○ 

清泉インターナショナルスクール（東京都） ○  ○ 

セント・メリーズ・インターナショナルスクール（東京都） ○   

※玉川学園（東京都） ○ ○  

サンモール・インターナショナルスクール（神奈川県） ○   

ホライゾン･ジャパン･インターナショナル･スクール（神奈川県） ○   

横浜インターナショナルスクール（神奈川県） ○  ○ 

※加藤学園暁秀高等学校・中学校（静岡県） ○ ○  

名古屋国際学園（愛知県） ○  ○ 

同志社国際学院（京都府） ○  ○ 

※立命館宇治高等学校（京都府） ○   

大阪インターナショナルスクール（大阪府） ○ ○ ○ 

カナディアン・アカデミー（兵庫県） ○ ○ ○ 

※ＡＩＣＪ高等学校（広島県） ○   

広島インターナショナルスクール（広島県） ○  ○ 

福岡インターナショナルスクール（福岡県） ○  ○ 

※リンデンホールスクール中高学部（福岡県） ○   

東京インターナショナルスクール（東京都）  ○ ○ 

※東京学芸大学附属国際中等教育学校（東京都）  ○  

つくばインターナショナルスクール（茨城県）   ○ 

カナディアン・インターナショナルスクール（東京都）   ○ 

京都インターナショナルスクール（京都府）   ○ 

大阪YMCAインターナショナルスクール(大阪府)   ○ 

神戸ドイツ学院（兵庫県）   ○ 

沖縄インターナショナルスクール(沖縄県)   ○ 

計 ２７校 １９校 ７校 １６校 
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国際バカロレア関連資料

国際バカロレアの概要
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国際バカロレア（International Baccalaureate：IB)は、生徒を主体とした独
自の教育理念に基づいて1968年に設立された非営利教育機構（本部：
ジュネーブ）。

カリキュラムの開発、生徒の評価、専門のIB教員の養成、IB校の認定・
評価を実施。

3歳～19歳の生徒を対象にした4つのプログラムを通じて、生徒が将来、
急速に進むグローバル社会を生き抜く上で、学び、そして働き続けるた
めに必要な知性、人格、情緒、社会的なスキルを身に着けることが可
能。

世界147カ国、3,725の学校で導入され、1,167,000人以上の生徒が学ん
でいる（2014年3月現在）。

Introduction

3

The IB mission（理念）

国際バカロレア（ＩＢ）は、異文化理解と尊重の精神を通じて、よ
り良い、より平和な世界の実現のために貢献する、探究心、知
識、そして思いやりのある若者を育てることを目的としています。

この目的を達成するために、ＩＢは、学校や政府、国際機関と協
力しながら、チャレンジに満ちた国際教育プログラムと厳格な評
価の仕組みの開発に取り組んでいます。

ＩＢのプログラムは、世界各地で学ぶ若者たちに向けて、人がも
つ違いを違いとして理解し、自分と異なる考えの人々にもそれぞ
れの正しさがあり得ることを認められる人として、生涯にわたっ
て積極的に、そして共感する心とともに学び続けるよう働きかけ
ています。
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IB learners strive to be:
Inquirers 探究する人

Knowledgeable 知識のある人

Thinkers 考える人

Communicators
コミュニケーションができる人

Principled 信念をもつ人

Open-minded 心を開く人

Caring 思いやりのある人

Risk-takers 挑戦する人

Balanced バランスのとれた人

Reflective 振り返りができる人

The IB Learner Profile（学習者像）

5

IBのプログラム

※キャリア・プログラム（IBCC）：主に就職や専門学校を目指す生徒のため、社会に出て役立つ
スキルの習得を目指すプログラム

参考：http://www.ibo.org/facts/fastfacts/index.cfm

プログラム 設立時期 対象年齢
世界

（2014.3月）

日本
（2014.2月）

初等教育プログラム
（PYP）

1997 3歳～12歳 1,130校 14校

中等教育プログラム
（MYP）

1994 11歳～16
歳

1,061校 7校

ディプロマ・プログラム
（DP）

1968 16歳～19
歳

2,470校 19校

キャリア・プログラム
（IBCC）

2012 16歳～19
歳

63校 ―
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IB導入校の増加数/率

参考：http://www.ibo.org/facts/fastfacts/index.cfm

プログラム 2009年3月 2014年3月 増加率

初等教育プログラム
（PYP）

467 1,131 142%

中等教育プログラム
（MYP）

568 1,061 87%

ディプロマ・プログラム
（DP）

1,771 2,470 39%

合計 2,806 4,662 66%

7

各国のIB導入校数

参考：http://www.ibo.org/facts/schoolstats/progsbycountry.cfm

国 PYP MYP DP 合計

アメリカ 412 507 801 1.496

カナダ ６６ １６３ １５２ ３３３

イギリス １３ １１ １４９ １５６

インド ４９ １１ ９４ １０８

スペイン ８ １０ ７２ ７４

中国 ３０ ２２ ６３ ７６

エクアドル ７ ８ ６３ ６４

オーストラリア ９２ ４１ ６２ １５０

メキシコ ４９ ３２ ６１ １０１

ドイツ ２３ ９ ５４ ５９

日本 １５ ７ １９ ２７

2014年3月現在

8
※複数のプログラムを導入している学校があるため、合計数は全体の学校数と一致しない。
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日本のIB認定校数（DP）：19校

9

セント・メリーズ・インターナショナルスクール（東京都）
カナディアン・アカデミー（兵庫県）
サンモール・インターナショナルスクール（神奈川県）
横浜インターナショナルスクール（神奈川県）
清泉インターナショナルスクール（東京都）
関西学院大阪インターナショナルスクール（大阪府）
※加藤学園暁秀高等学校・中学校（静岡県）

Ｋ・インターナショナルスクール（東京都）
広島インターナショナルスクール（広島県）
福岡インターナショナルスクール（福岡県）
名古屋国際学園（愛知県）
※玉川学園Ｋ－１２・玉川大学（東京都）
※ＡＩＣＪ中学・高等学校（広島県）
※立命館宇治高等学校（京都府）
※ぐんま国際アカデミー（群馬県）

同志社国際学院（京都府）
ホライゾン・ジャパン・インターナショナル・スクール（神奈川県）
インディア・インターナショナル・スクール・イン・ジャパン（東京都）
※リンデンホールスクール中高等部（福岡県）

（※は一条校）

平成26年3月現在

ディプロマ・プログラム(DP)の
カリキュラム・評価方法等
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・6のグループで構成：各グループから1科目ずつを選択し、計6科目を2年間で履
修。（ただし、グループ6は他のグループからの科目に代えることも可能。）

・6科目のうち、3～4科目を上級レベル科目（HL)として、2～3科目を標準レベル
科目（SL）として履修。

DPのカリキュラム①

参考：http://www.ibo.org/diploma/

グループ名 科目別

1. 言語と文学 言語A：文学、言語A：言語と文学、文学と演劇

2. 言語習得 言語B（標準レベルおよび上級レベル）

3. 個人と社会 ビジネス：経営、経済 、地理、歴史 、情報テクノロジー

とグローバル社会、哲学、心理学、社会・文化人類学、
世界の宗教（標準レベルのみ）、グローバル政治

4. 実験科学 生物 、コンピューター科学、化学 、デザインテクノロ

ジー、物理、スポーツ・エクササイズ・健康科学（標準レ
ベルのみ）

5. 数学とコンピューター科学 数学スタディーズ（標準レベル）、数学（標準レベル）、
数学（上級レベル）、数学（最上級レベル）

6. 芸術 ダンス、音楽、フィルム、演劇、ビジュアル・アート

11（ は日本語ＤＰ 対象科目）

DPのカリキュラム②

参考：http://www.ibo.org/diploma/

6科目に加えて、以下の3つのカリキュラムも履修

カリキュラム 概要

課題論文 学習している科目に関連した研究課題を設定し
て自ら調査・研究を行い、論文としてまとめる（日
本語の場合は8,000字）

Theory of Knowledge (TOK)
（知識の理論）

学際的な観点から個々の学問分野の知識体系
を吟味し、理性的な考え方と客観的精神を養う。
さらに、言語・文化・伝統の多様性を認識し国際
理解を深めて偏見や偏狭な考え方を正し、論理
的思考力を育成する。最低100時間の学習。

Creativity,Action,Service(CAS)
（創造性・行動・奉仕）

教室以外の広い社会で経験を積み、様々な人と
共同作業することにより、協調性、思いやり、実
践の大切さを学ぶ。最低150時間の学習

12
（ は、日本語ＤＰ 対象科目）
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DPの評価方法

参考：http://www.ibo.org/diploma/assessment/methods/

１．外部評価： 70～80%

・世界共通試験（国際バカロレア試験）を一斉に実施。

・外部評価員（約5,000人以上）が評価を実施。

２．内部評価: 20～30%

・評価の対象となる課題等は科目によって異なる。

・課題とその結果を外部評価員に提出し、必要に応じ調整
等を行うことにより、評価の客観性・正確性を確保。

13

2005年・上級・標準レベル科目共通 制限時間／９０分

複数の設問の中から２つ選択して回答。
回答に当たっては、20世紀の歴史的出来事やその展開について論述。

○ 「アフリカ又はアジアで21世紀に誕生した国家を１

つ選び、その主要な国内問題と、それらがどの程度解

決されたかを論ぜよ」

○ 「経済社会問題への対応について、２つの多党制

国家の政策を比較対照して論ぜよ」

参考：http://www.ibo.org/diploma/assessment/exampapers/

国際バカロレア試験の例：「歴史」

14

(設問例）
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2004年・上級レベル科目 制限時間／７５分
複数の選択肢（オプション）の中から２つを選択し、それぞれ全ての設問に解答

オプションＧ／現代分析化学

G1. 遷移金属の錯イオンを含む水溶液は通常、呈色する。これは、溶液中を透過する白色光の波長の
一部の吸収によるものである。

(a) 3つの要素が、吸収される色を決定するのに役立つ。以下のそれぞれのペアについて、２つの複合
体の色の違いの要因となる点を延べよ。

• , 

• , 

• , ,  

(b) 錯イオンによる色の吸収の波長は、金属イオンのd軌道の分裂という点で説明することができる。Cu のd軌道の電子配置は次の略図で示される。

Cu が として存在するとき、 Cu の電子配置がどのようになるか、略図を書け。

(c) と におけるd軌道の分裂は、 の分裂より大きいか、

または小さいか予測せよ。

参考：http://www.ibo.org/diploma/assessment/exampapers/

国際バカロレア試験の例：「化学」

15

• 45点満点中、原則として24点以上で国際バカロレア資格（IB
ディプロマ）を取得

6科目：各7点（計４２点）

論文課題、TOK、CAS：計3点

• 結果の通知：

5月に試験（北半球）：7月5日

11月に試験（南半球）：1月5日

※日本の一条校は、11月の試験を予定

国際バカロレア資格の取得要件

参考：http://www.ibo.org/diploma/assessment/results/ 16

• 平均点は、毎年30点前後で安定
• IBディプロマの取得率は、毎年8割程度

- 11 -- 11 -
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17

ＩＢのスコア分布

（参考）予測スコアの活用について

海外では、予測スコアに基づき、条件付き合格（オファー）を行
い、最終スコアが確定した段階で、最終的に合否決定を行う
方法が一般的。

大学は高校に対して、同校の過去5年間のIB生に関する予測
スコアと実際のスコアの比較データの請求も可能。

この場合、その旨を高校を通じてIBに請求すれば、IBから大学
に直接、比較データが送付される（生徒の氏名は除外）。

18- 12 -- 12 -



- 13 -

海外の大学入学者選抜における
国際バカロレアの活用状況

19

英国等の活用事例（入試）

英国、オーストラリア、インド、ニュージーランド、スペイン等では、中央
機関等がIBを含む各資格のスコア等の統一的な換算表を作成。

英国では、英国入試機構（UCAS）が、IBスコアを独自のTariff Pointに
置き換えて換算表を作成するとともに、大学ごとに出願が必要なIBスコ
アの目安も作成し、受験者に提供。(以下、英国の例）

参考：http://www.ucas.com/how-it-all-works/explore-your-options/entry-requirements/tariff-
tables/IBdip

20

IB スコア Tariff Points

45 720

44 698

43 676

42 654

41 632

40 611

- 13 -- 13 -
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英国の活用事例（入試）
オックスフォード大学

コース名 IB スコアの目安（全体） IB スコアの目安（科目）

生物化学 38～40 ―

法学 38～40 ―

人間化学 38～40 ―

史学と政治学 38～40 ―

数学と統計学 38～40 ―

薬学 38～40 ―

臨床心理学 38～40 ―

化学 38～40 ―

物理 38～40 ―

21

英国の活用事例（入試）
ケンブリッジ大学

コース名 IB スコアの目安（全体） IB スコアの目安（科目）

自然科学 40～42 HLで7,7,6または7,7,7を含む

哲学 40～42 HLで7,7,6または7,7,7を含む

地理学 40～42 HLで7,7,6または7,7,7を含む

音楽 40～42 HLで7,7,6または7,7,7を含む

神学と宗教学 40～42 HLで7,7,6または7,7,7を含む

史学 40～42 HLで7,7,6または7,7,7を含む

古典：ギリシャとラテン 40～42 HLで7,7,6または7,7,7を含む

22- 14 -- 14 -
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英国の活用事例（入試）
キングス・カレッジ・ロンドン

コース名 IB スコアの目安（全体） IB スコアの目安（科目）

物理（医学への応用） 38 数学と物理のHLで5

数学 38 数学のHLで6

古代史 38 HLの3つの科目で6

宗教、哲学、倫理学 36 HLの3つの科目で6,6,5

生理学 36 化学と生物学のHLの3つ
の科目で6,6,5

栄養学 34 化学と生物学のHLの3つ
の科目で6,5,5

生化学 36 化学と生物学のHLの3つ
の科目で6,6,5

23
※キングス・カレッジ・ロンドンでは、2104年から、上記IBスコアの目安を、合計35点かつ上級
レベル科目(HL)はそれぞれ６点以上に変更予定。

英国におけるIB生の進学先は

「トップ20大学」の割合が高い

【トップ20大学】Oxford, Cambridge, Warwick, St. Andrews, University College 
London, Lancaster, Imperial College, London School of Economics, 
Loughborough, York, SOAS, Laicester, Bath, Exeter, Edinburgh, Sussex, 
Durham, Southampton, UEA, Surrey 
※「ガーディアン大学ガイド2011」より参考：Higher Education Statistics Agency (HESA) Study, May 2011

0%

20%

40%

60%

80%

100%

国際バカロレア

Aレベル

44.2%

20.0%

55.8%

80.0%

進学先の高等教育機関の比較 (2008/2009)

24- 15 -- 15 -
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米国の活用事例（入試）

各大学が独自のアドミッションポリシーに基づき選抜を実施

特に競争性の高い大学を中心に、ＳＡＴといった共通試験の

成績等に加え、各大学によってＩＢの履修をプラス材料として

推奨。

入学後の科目履修免除等の特典付与にも活用。

(例）ＵＣＬＡ：上級レベル科目のスコアが５の場合、

ほとんどのＩＢ資格取得者に単位が与えられる。

参考：http://www.ucas.com/how-it-all-works/explore-your-options/entry-requirements/tariff-
tables/IBdip

25

26

米国の活用事例（入試）
ボストン大学

出願要件等 ・ 高校において15単位（通年）を習得することが要件とされ、20単位の
習得が推奨されている。20単位には、英語（4）、数学（3～4）、社会科学
（3～4）、科学（3～4うち実験科学3～4）外国語（2～4）が含まれる。
・ アドバンストプレイスメント（ＡＰ）や国際バカロレア（ＩＢ）を含む大学進

学予備プログラムの習得も要件とされており、その成績が最も重要とさ
れている。

出願書類等 ・ ＳＡＴ reasoning又はＡＣＴ with Writingの提出が求められる（学科
によってはＳＡＴ教科テスト２科目も必要。）
・ 各大学共通願書の他、ボストン大学用願書、高校内申書、高校３年

生前期の成績、教員１名からの評価書、正式な高校の成績証明書。

合否判定方式 ・ 総合的な評価であり、高校の成績証明書、標準試験の得点、推薦状、

エッセイ、課外活動の５つが選抜資料。最も重要な資料は高校の成績証
明書とされる。
・ 高校におけるＧＰＡでは、ＡＰやＩＢなど大学進学予備プログラムをど

の程度受けているかという履修科目選択の積極さがより重要とされてい
る。

参考：大学入試センター入学者選抜研究機構入試評価部門報告書「大学入試の標準化、多様化、及び精密化」
（平成２５年３月）より、文部科学省作成 - 16 -- 16 -
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27

米国の活用事例（入試）

参考：大学入試センター入学者選抜研究機構入試評価部門報告書「大学入試の標準化、多様化、及び精密化」
（平成２５年３月）より、文部科学省作成

ハーバード大学
出願要件等 ・ 高校において21単位（通年）を習得することが勧められている。21

単位には、英語（4）、数学（4）、社会科学（3）、歴史（2）、科学（4）、外
国語（4）が含まれる。

・ アドバンストプレイスメント（ＡＰ）や国際バカロレア（ＩＢ）を含む大学
進学予備プログラムの習得も推奨されている。

出願書類等 ・ ＳＡＴ reasoningまたはＡＣＴ with Writing、ＳＡＴ教科テストの2科
目の提出が求められる。
・ 各大学共通願書の他、大学独自の願書、高校内申書、高校3年生
前期の成績、教員2名からの評価書、正式な高校成績証明書。

合否判定方式 ・ 高校での学業達成、教師による推薦状、標準試験の成績の順に重
要であるとされている。

・ 卒業生による面接は、海外の実施が難しい場合を除き推奨されてい
る。面接の結果、学業上の成果、関心領域、課外活動、性格等につい
て定性的な報告書が作成される。

・ 教師による推薦状では、主に学生の学習に対する姿勢、他の学生と
の関わり方、運動能力・芸術など得意な才能についての情報を得るこ
とに主眼が置かれている。

28

米国の活用事例（入試）

参考：大学入試センター入学者選抜研究機構入試評価部門報告書「大学入試の標準化、多様化、及び精密化」
（平成２５年３月）より、文部科学省作成

ペンシルバニア州立大学（ユニバーシティパーク校）

出願要件等 ・ 高校において英語（4単位）、数学（3）、科学（3）、社会科学（3）、外
国語（2）を含む合計15単位以上の修得が必要。
・ アドバンスト・プレイスメント（ＡＰ）や国際バカロレア（ＩＢ）等を含む大

学進学予備プログラムの修得を推奨。

出願書類等 ・ ＳＡＴ又はＡＣＴの成績、高校の成績証明書、大学独自の願書
（エッセイを含む）

合否判定方式 ・ 高校の成績を2／3、ＳＡＴ又はＡＣＴの成績を1／3の比重で得点化し、
一定の基準以上の者を合格判定。
・ 高校の成績の評価においてＡＰやＩＢ等の成績があれば加味。
・ 高校の成績の学校間格差の調整は行わず。
・ ＳＡＴ等の成績よりも高校の成績を重視するのは、

①１日の試験の結果より長い時間をかけて得たものを重視
②裕福な家庭の子弟はＳＡＴ等の準備コースに入り対策を 講じてお
り、ＳＡＴ等の成績は家庭の経済状況の影響を受けることなどが理由。

・ 優等学位プログラムや医学特別進学課程を希望する入学志願者の
場合は、エッセイや教師の評価書、奉仕活動の経験等も加味して合否
判定。

- 17 -- 17 -
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米国の活用事例（入試）

参考：大学入試センター入学者選抜研究機構入試評価部門報告書「大学入試の標準化、多様化、及び精密化」
（平成２５年３月）より、文部科学省作成

ブラウン大学（私立）

出願要件等 ・ 高校において、英語（４単位）、数学（４）、科学（３（実験科学２を含
む））、歴史（２）、外国語（４）、音楽・美術（１）、その他（１）を含む19単位
以上の修得を推奨。

出願書類等 ・ ＳＡＴ又はＡＣＴの成績（ＳＡＴⅡ２科目を含む）、高校３年生前期の成績、

高校の内申書、教師の評価書（２名分）、大学共通願書、大学独自の願
書（エッセイを含む）

合否判定方式 ・ ＳＡＴ又はＡＣＴの成績、高校の成績、エッセイ、教師の評価等を総合的
に判断（それぞれの得点化はしない）。

・ 個々の選抜資料についての明確な重み付けは設定されておらず、３人
の職員それぞれが合否を総合的に判断。最終的には、この評価を参照し
つつ20名で構成される委員会における投票によって合否を決定。

・ 高校における履修科目のレベルの高さ、アドバンスト・プレイスメント
（ＡＰ）や国際バカロレア（ＩＢ）等を含む大学進学予備プログラムの成績を
最重要視。
・ ＳＡＴ等は家庭の経済状況の影響を受けることも審査の際に考慮。
・ 学生集団の多様性確保には配慮（ただし特別の基準、枠等は設けず）。

29

米国の活用事例（単位認定等）

ハーバード大学

上級レベル科目のスコアが7（満点）の場合、一部科目の履修免
除（単位認定）

上級レベル科目のスコアが3つある場合、速習プログラムへの
参加資格

コロンビア大学

上級レベル科目のスコアが6又は7の場合、各科目につき6単位
（最大16単位）が与えられる（学科で認められている場合）

カリフォルニア大学ロサンゼルス校（UCLA）

上級レベル科目のスコアが5の場合、ほとんどのIB資格取得者
に単位が与えられる（専門分野により異なる） 30- 18 -- 18 -
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SAT/ACTの試験結果の比較

テスト 米国全体の平均点 IBディプロマ生
の平均点

サンプル数

SAT 1,500 1,953 2,150

Math 514 654 2,172

Verbal 497 649 2,162

Writing 489 649 2,161

ACT 21 29 1,190

English 21 29 1,190

Math 21 29 1,184

Reading 21 30 1,181

Science 21 28 1,177

• SAT及びACTの平均点は、各科目とも、IBディプロマ生の方が、米国学生全
体の平均より高い。

参考：“The IB diploma programme: graduate destinations survey 2011  Country report United States of 
America” by International Graduate Insight Group

31

米国の主要大学への合格率
大学名 IB生 米国全体 合格率の差

参考：The IB diploma graduate destinations survey 2011 Country report United States of 
America 2012

32- 19 -- 19 -
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0% 10% 20% 30% 40%

ペンシルベニア大学

イェール大学

プリンストン大学

コロンビア大学

コーネル大学

ブラウン大学

ハーバード大学

24%
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7%

8%

9%
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全体の合格率

DP資格取得者の合格率

参考：The IB diploma graduate destinations survey 2011 Country report United States of 
America 2012

米国アイビー・リーグへの合格率
ＩＢ生のアイビー・リーグへの合格率は、
全体の合格率より3～13%ポイント高い

33

IB生の大学における専攻分野

その他

参考：The IB Diploma Programme: Graduate destination Survey 2011/2012

生命科学及び医学

工学

ビジネス

医療関連の専門分野

芸術、映像、演劇

心理学

人文科学

法学

物理科学

その他

※米国、カナダ、メキシコ、英国、インド、オーストラリアのIB生に関する調査結果
（母集団4,786名）より。

34

社会科学
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国際バカロレアの推進
に関する主な提言等

35

日本再興戦略
-JAPAN is BACK-
（平成２５年６月１４日閣議決定）

「一部日本語による国際バカロレア

の教育プログラムの開発・導入等を

通じ、国際バカロレア認定校等の大

幅な増加を目指す（2018年までに

200校）。」

36- 21 -- 21 -
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教育再生実行会議 第三次提言
「これからの大学教育等の在り方について」

（平成２５年５月）

「国は、国際バカロレア認定校につい

て、一部日本語によるディプロマ・プロ

グラムの開発・導入を進め、大幅な増

加(16校→200校)を図る。」

37

「大学は、入学者選抜において国際バカ

ロレア資格及びその成績の積極的な活用

を図る。国は、そのために必要な支援を行

うとともに、各大学の判断による活用を

促進する。」

38

教育再生実行会議 第四次提言
「高等学校教育と大学教育との接続・
大学入学者選抜の在り方について」

（平成２５年１０月）

- 22 -- 22 -
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中央教育審議会 高大接続特別部会
審議経過報告

(平成２６年３月)

「国際バカロレアの一部科目を英語のみならず日本語
でも実施可能とする「日本語DP」の開発・導入が進め
られており、今後、我が国の高等学校における国際バ
カロレアの普及・拡大が見込まれる。国際バカロレア
は、基礎・基本的な知識・技能に加え、「主体的に学び
考える力」を育成する上で有益なプログラムとして国際
的に評価されており、大学入学者選抜において、国際
バカロレア資格やその成績を活用する取組も推進すべ
きである。」

39

日本経済団体連合会
「世界を舞台に活躍できる人づくりのために」
―グローバル人材の育成に向けたフォローアップ提言―

（平成２５年６月）

「語学力のみでなく、コミュニケーション能力や異文化を受容する力、
論理的思考力、課題発見力などが身につくIBディプロマ課程(16歳
～19歳対象)は、グローバル人材を育成するうえで有効な手段の一
つである。」

「ディプロマ取得者に対する社会における適切な評価も重要であり、
大学入試における活用や、企業も採用時や人材活用において適切に
評価することなどが重要である。」

「我が国においても、入試の際、TOEFLやTOEICなどの英語能力の4
技能を測定できる外部試験を活用することや、入試においてIB資格を
活用する大学を拡大することなども検討すべきである。」 40- 23 -- 23 -



- 24 -

日米文化教育交流会議（カルコン）
教育タスクフォース報告書

（平成２５年６月）

「国際バカロレア資格を取得可能なプ

ログラムを拡充する。」

41

●国際バカロレア機構
http://www.ibo.org/

（IB recognition resource and document library）

（The IB Diploma Programme: A guide for universities）

（日本語文書）

●文部科学省

国際バカロレア普及拡大広報ページ
https://www.facebook.com/mextib

●国際バカロレア・デュアルランゲージ・ディプロマ連絡協議会
http://lc-ibdldp.jp/

http://www.ibo.org/recognition/resourcesanddocumentlibrary/
documents/DPGuideforUniversities13Mar14_web.pdf

42

国際バカロレア 関連リンク

http://www.ibo.org/recognition/resourcesanddocumentlibrary/
index.cfm

http://www.ibo.org/ibap/schoolservices/ibjapangateway.cfm

- 24 -- 24 -



- 25 -

 

ＩＢ認定校の教員等に関する要件について 

 

 

○ＩＢ認定校での活動に従事する教員等は、ＩＢの理念やプログラムの内容に

精通している必要がある。このため、国際バカロレア機構は、認定校の教員等

に対し、以下のいずれかを求めている。 

 

１）ＩＢ主催のワークショップへの参加（別紙１）、又は、 

２）大学等のＩＢ研究コースの修了等による認定書（IB certificates）の取得 

（別紙２） 

 

 

○ＩＢ研究コースの設置の手続は、以下のとおり。1 

 

１）関心の表明： 

・大学等は設置を希望するコースについて紹介した簡潔な提案書を提出する。 

 ・ＩＢは提案書に基づき、その後の手続を進めるか判断する。 

２）申請： 

・大学等はコースの概要や構成、スタッフのプロフィール、内部評価報告書

等の書類をＩＢに提出する。 

 ・ＩＢは申請の内容に基づき、その後の手続を進めるか判断する。 

３）承認訪問： 

・ＩＢによって任命されたチームが大学等を訪問し、研究コースの審査を行

う。 

４）正式な承認 

 ・ＩＢが研究コースを正式に承認する。 

 

 

（参考文献） 

1. International Baccalaureate Organization, Section 3: Procedures for recognition, IB 
educator certificates –Academic course recognition pack Ver. 3.2 (April 2012) p.1-4 
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ＩＢ主催のワークショップへの参加による方法 

 

○国際バカロレア校認定（authorization）のプロセス 1 

１）検討期（Consideration phase） 

２）候補校申請（Request for candidacy） 

３）候補校決定（IB decision on candidacy） 

４）コンサル訪問（Consultation process） 

５）認定校申請（Candidate phase: Request for authorization） 

６）確認訪問（Verification visit） 

７）認定校決定（Decision on authorization） 

認定後は、少なくとも５年に１回の評価（evaluation）が実施される 2。 

 

○認定校の教員等に求められる主な要件 

ＰＹＰ 

＜候補校申請までに満たすべき要件＞3 

①  学校長又は指名された管理職にある者は、「候補校申請：ＰＹＰ」（”Application 

for candidacy: Primary Years Programme”）の前に、ＩＢカテゴリ１のワークシ

ョップに参加しなければならない。 

＜候補校期間中、認定校申請までに満たすべき要件＞3 

①  教育内容の責任者、及び常勤又は非常勤でＰＹＰの生徒を指導する全ての教員は、

ＩＢカテゴリ１のワークショップに参加しなければならない。 

 

ＭＹＰ 

＜候補校申請までに満たすべき要件＞4 

①  学校長または指名された管理職にある者は、「候補校申請：ＭＹＰ」（”Application 

for candidacy: Middle Years Programme”）の前に、ＩＢカテゴリ１のワークショ

ップに参加しなければならない。 

＜候補校期間中、認定校申請までに満たすべき要件＞4 

①  少なくとも教科ごとに１人の教員、及びＭＹＰコーディネーターは、各教科の領

域及び責任に関係するＩＢカテゴリ１のワークショップに参加しなければならない。 

②  関係するＩＢ事務局を通じて、全てのＭＹＰ教員を対象とした一般的なＭＹＰワ

ークショップを校内で開催しなければならない。 

 

ＤＰ 

＜候補校申請までに満たすべき要件＞5 

(別紙１) 
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①  学校長又は指名された管理職にある者は、「候補校申請：ＤＰ」（”Application for 

candidacy: Diploma Programme”）の申請前に、ＩＢカテゴリ１のワークショップ

に参加しなければならない。 

＜候補校期間中、認定校申請までに満たすべき要件＞5 

①  全てのＤＰ教科の教員は、関係する教科のＩＢカテゴリ１のワークショップに参

加しなければならない。 

②  ＴＯＫの教員は、ＩＢカテゴリ１のＴＯＫコースワークショップに参加しなけれ

ばならない。 

③  ＣＡＳコーディネータは、ＩＢカテゴリ１のＣＡＳコースワークショップに参加

しなければならない。 

④  ＤＰコーディネータは、ＩＢカテゴリ１のＤＰコーディネーションワークショッ

プに参加しなければならない。 

 

これらに加え、ＩＢ認定校がその教員等をＩＢ認定の専門的能力の開発に係る活

動に参加させる機会を更に与えることが期待される。これは、専門的能力の開発に

対するコミットメント等の証明となるものである。 

 

※ワークショップの構成 6,7 

カテゴリ１：ＩＢ認定の申請を決めた学校向けに、専門的能力や支援を提供するもの。 

カテゴリ２：経験のあるＩＢ教育者向けに、プログラムの実施に焦点を当てたフォーラ

ムを提供するもの。 

カテゴリ３：経験のある教育者向けに、専門的能力のポートフォリオを構築したり、強

化したりするためのフォーラムを提供するもの。 

 

（参考資料） 

1. The IB Authorization process, IBO website, available at 
https://www.ibo.org/become/authorization/ (accessed: Feb. 12th, 2014) 

2. Evaluation, IBO website, available at 
https://www.ibo.org/become/authorization/movingforward/ (accessed: Feb. 12th, 
2014) 

3. International Baccalaureate Organization, Mandatory teacher professional 
development, Guide to school authorization: Primary Years Programme (Oct. 2010) 
p.8, available at 
http://www.ibo.org/become/guidance/documents/PYPGuidetoschoolauthorization.pdf 
(accessed: Feb. 12th, 2014) 

4. International Baccalaureate Organization, Mandatory teacher professional 
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development, Guide to school authorization: Middle Years Programme (Oct. 2010) 
p.13, available at 
http://www.ibo.org/become/guidance/documents/MYPguidetoauthorization_e_final.p
df (accessed: Feb. 12th, 2014) 

5. International Baccalaureate Organization, Mandatory teacher professional 
development, Guide to school authorization: Diploma Programme (Oct. 2010) p.8, 
available at 
http://www.ibo.org/become/guidance/documents/DP_Guidetoschoolauthorization.pdf 
(accessed: Feb. 12th, 2014) 

6. International Baccalaureate Organization, IB Professional Development –Global 
Workshop Architecture (Sept. 2010) p.1-3, available at 
http://ibo.org/iba/workshops/documents/IBPDGlobalArch_ENJuly2010_000.pdf 
(accessed: Feb. 12th, 2014) 

7. IB workshop and resources 2013-2014 catalogue, available at 
http://ecatalogue.ibo.org/t/35963 (accessed: Feb. 12th, 2014) 
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大学等のＩＢ研究コースの修了等により 

証明書を取得する方法 

 

○大学等によるＩＢ研究コース 

ＩＢが認定した大学等のＩＢ研究コースでは、ＩＢ教育に関する一連の講義を提供し

ており、このコースを修了することにより、ＩＢ認定校でＩＢ教員として活動するため

の「IB 教員認定」”IB educator certificates”を取得することができる。「IB 教員認

定」には、 

・ 指導及び学習における IB 認定(IB certificate in teaching and learning) 

・ 指導及び学習研究における IB上級認定(IB advanced certificate in teaching and 

learning research) 

の２種類がある。 

 

IB certificate in teaching and learning 1 

・ IB の運用に関連した、カリキュラム、教育上の課題、評価に関する課題の実務的な理

解を目的とする。 

・ 主として、①新しく教員資格を得た教員、②IB プログラムについて不案内な教員、③

教育実習生を対象として設計されている。 

・ 取得には、（１）教員養成機関による IB 認定の学部又は大学院のコースを修了、（２）

教員を対象とした高等教育機関による IB 認定の大学院のコースを修了、（３）実務経験

等に基づく認定、の３つの方法がある。 

 

IB advanced certificate in teaching and learning research 1 

・ 経験のある IB 教員が、学術的な組織の支援を受けながら、関心のある IB 教育の領域

を対象として研究を深めることを支援するもの。 

・ 取得には、高等教育機関での IB 認定の修士課程かそれ以上のコースを修了すること、

及び５年間の教員としての職務経験（うち３年間は IB校での勤務）が要件。 

 

○IB 研究コース導入大学  

＜導入大学一覧（２３校）＞2 

・Adrian College, USA 

・Bethel University, USA 

・Bilkent University, Turkey 

・Bremen University, Germany 

(別紙２) 
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・California State University San Marcos, USA 

・Curtin University of Technology, AUS 

・ECIS, UK 

・Flinders University, AUS 

・Fairview International University College, Malaysia 

・George Mason University, USA 

・Hong Kong Institute of Education, HK 

・Institution of Education University of London, UK 

・Loyola University, USA 

・Melbourne University, AUS 

・Murdoch University, AUS 

・Oakland University, USA 

・Royal Roads University, Canada 

・Universidad Camilo Jose Cela, Spain 

・University of Bath, UK 

・University of Dundee, UK 

・University of Durham, UK 

・University of Hong Kong, SAR China 

・University of Sussex, UK 

 

＜日本の導入例（玉川大学、平成２６年度より）＞3 

 対象プログラム：MYP、DP 

 概要：玉川大学大学院教育学研究科教育学専攻修士課程「IB 研究コース」（平成 26 年 4

月～） 

     国際バカロレア関連科目を 12 単位修得することにより、” IB certificate in 

teaching and learning”の教員資格、12 単位を含め修士課程を修了することに

より、” IB advanced certificate in teaching and learning research”の

教員資格及び IB 研究者としての資格を取得可能。 

MYP DP 

科目名 単位数 科目名 単位数 

IB 教師教育（MYP・DP）Ⅰ 

IB 教師教育（MYP）Ⅱ 

IB 教師教育（MYP）Ⅲ 

IB 教育実践研究Ⅰ 

IB 教育実践研究Ⅱ 

全人教育研究 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

IB 教師教育（MYP・DP）Ⅰ 

IB 教師教育（DP）Ⅱ 

IB 教師教育（DP）Ⅲ 

IB 教育実践研究Ⅰ 

IB 教育実践研究Ⅱ 

全人教育研究 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
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（参考資料） 

1. International Baccalaureate Organization, Section 1: An introduction to the IB 
educator certificates, IB educator certificates –Academic course recognition pack Ver. 
3.2 (April 2012) p.2 

2. International Baccalaureate Organization, IB educator certificates (presentation 
slides from IBO) (Jan. 2014)  

3. 玉川大学ウェブサイト, available at 
http://www.tamagawa.jp/graduate/news/detail_6667.html (accessed: Feb. 12th, 2014) 
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国際バカロレア試験のサンプル

･｢歴史｣:上級レベル (HL)/標準レベル (SLl共通

･｢数学｣:上級レベル(HL)
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HISbrother-inllaw,CountRichardofAcerra,provedanableJieuteJlantOElthemain】and,andhlSSupport
gaveTancredinlmed,atecoEltrOlor】lluChoftheprlnCIPalltyorSalerno
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一5- SPEC/3/HISTt/BPI/ENGrrZO/XX/T

SOIJRCEC ElrlrElCIj;W)TJJeci"Y)17ICleofRIChm･ElofS/Gel･JllElllO.WnttenmIILllyEtIMom/ecEISSmO,
cI216ElttPelOIHe,7り,VTilaH 〃ヽ･EKlell/heKmgEIol710rSICIlym]194
URL -nlll･feeds(tcIIk(ll(.1lOl)かebleam,llgMell,el.alIIIS/0,y7iLlllCe･T/,d",ellLeV(,I7加uT/m

Afterraislnganamly,theeJT[PerOreJlteredItalyinthemonthofJune Hepreparedaf一eetatPisaand
Genoa,andhavingsentitout,hedescendedIntothekingdom.Everywheresurrenderedtohimexcept
AtlnaandRoccaguglielmo･TheCapuansandAversansne仙elsurrenderedtohlmnorwerebcs'LCged
TheNeapolltanS1-adalreadysurrcl1dcredbyagreemelllwIlhtllePISa･1S Theemperormarchedonand
storETledSaEemo InrcvcngcrolhlSlnJurylュeputSomeOrtllelnhab】tantstothesword.andcondemned
otEICrStOprlSOnOrCXl]e,forreasonspubHShedalldzLgreedpubllClybylliSarmy ThCllhcmarchedmto
Apulia,andmeetingnoresistancecamethroughCalabrlatOMesslna Thenewlittleking,Williamlil,
le允thepalacewithhismotherandtookrealgelrlafofti丘edcastlecalledCaltabellotta.Onseelngthis,

1hcpeopleorPaEcrn10aCClatAmedlhcemperorTheemperorsentmessengerstothequeeE-andcametoan
agrccmCntthatshecou一dllaVetheCountyorLeccealldhersoLltllePril1ClpalEtyOfTaranto

SOURCED Erllac/jlpmTheCh)Tulle/eofOlloa/SIBl(tSLell,WlI/Lellm/jteBlElCkFo,eslLf7
Ge"J7m7y,L･J21O TJleCT/yofPll/e,J770haりJESlSL･)･,曾nlIe･TLIloElJIPett)1･HenryVI
I171]94

URL -111,"I[eedSlICLMll.11Oly的･eb/eElml,,gMe(/,el･alIJISlo737Re;tICenlldllLe(/let,a17奴J･～hl,17

TheeET･PerOrmeanW1-llC.WEt1-110SmalleftTort.drewuph･Sa-ymlhcpropermtlllarymanner.Heabsolutely
rc･rbadcall1ndlSCIPIlneamongtheGermnllS.threatcnl[1glllattllOSeWllOd▼sobeyedI-】m､＼ouEdhavettlClr
halldscutOET HcparadedhlStroopsWltllttletrarmourgllltcrlngsuperbly,slo､vEynlarChlngtwobytwo
alongtheroadtowardstheclty【Palermo].HehimselfthenmadeagloriousstateentEylLltOtheci吋,Followed
bytileprlrLCeSJVltheveryoneproperlyacc】aimlnghlmWfLhpraise.aEldlvhelHhccrowdWhostoodinllle
squzlreSSawtheemperorthcll,aSIStheCustom0ftllatland.theyprostralcdtllCmSelvcsfもcedowmVardson
thegroundlnfrontofhim.SohewasrecelVedasklngandest且btishedhispeace.HewasglVenTTlanygins
bythecitizeEIS:mosteXCeHentllOrSeS､VEthgoldensaddles.aEldrelnsandlrapplngSandothertllll1gSOFgoEd,
silver,silkandjewels,withallofwhichhegerlerOuSlyrewardedhisarmy.FirsthegaveroyalgLftstothe

prJnCeS,thenheshowedhLmSelfmostgeneroustotheknlghtswhodeservedreward,andthusheboundall
oftllernlrLaVar】elyorWayslo11]'sscrvfce.

Turnover

一6- SPEC/3/HlSTl/BPl/ENGrrZO/XXrr

ALY"nPLgiedge月ealogyoflheSuccessLO/ItOtheKmgdomofStcL/y AdottedlTne
･'eple∫ellls,"1LllegLl1171EllechLkl,Jlame･ゞ〃lboldt'e/eTIokLtlg･M/SJClly
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SPEC/3/HlSTVBP1/ENG/TZO/XX/Q

HISTORY
ROUTE1
lllGllERLEVELANDSTANDARDLEVEL
PAPER1

5PEClMENPAPER

1hour

tnternatEOnalBa⊂⊂alaureateo
BaC亡alaur由tInternational
BachlueratOTntemacionaL

QUEST】ONBOOKLET-1NSTRUCT】ONSTO⊂AND】DATES

･DonotopenthlSeXamlnatIOnPaperUntE=nstructedtodo50
.Refertothe50urCeBookletvJhl⊂haC⊂ompanleSthlSeXamlnatEOnPaper.
IAnswerallthequestl0n51nOneSeCtl0nOnly.EEther.
Sect10nA
Or
SeCt10∩8.

3pages
01nternat10nalBa((alaureate0(ganlZauOll2009

ー2- SPEC/3/HISTl/BP1/ENG汀ZO/ⅩⅩノQ

Re/ertotheqccomJW-ylngSouTTeBooklelanda17iWeI-allthequesl10nSmeL'LllerSectLOnAorSecELOTIB･

SECT10NA

PrescrihetlStll)jcct1 TheorlglnSaridrlSeOflslamc500-661

TlleSeqZLeSlLOTISrelqte/0thedevelop〝Lel110flslamTTcrulelmderIkeea,'lycalLPhs Theaccompaylymg
lOurreSWeOF7PageS2/03,nlheSoztrceBookle/

I. (a) What.accordingtoSourcea.cllanged､VheEllhcMusllmS■七nteredmtothe
malnSlrealTIOrWOrldhtstory.'byconquermgnc､vlandsandpeoples? [3markyJ

(b) WhatmessageisconveyedbySotlrCeEり (2mwkFJ

2･ CompareandcontrasttheviewsexpressedabouttherelationshlPSOftheearly
Arab-MusllmrulersovertheirconqueredpeoplesinSotlrCeSCandD

3. Withreferencetothe汀OrlglnSandpurpose,discussthevaltleandllmitatlOrL50f
souECeAandSourceEforhistoriansstudyingthedevelopmentofTslanlCruleunder

theearlycaliphs

4. Usir)gthesesourcesandyourownknowledge,a.lalysehowtheArab-Muslims
controHedthelandsandpeopletheyhadconquered
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ー3- SPEC/3/HIST】/BPI/ENGrrZO/XX/Q

SECTIONB

PrescribedSubject2 ThckirlgdomofSICily113011302

T177e.～eqI'e.utOn.日で/alelotile∫/IE,gglero,CO17hy,Ior/JIGkLllg(/oma/SJClJ)ITI7eEtCCOmPlmymg･"LIICeSatT
olllmgeSメIo6mlheSotIIでeBookleI

5. (a) Who,nCCOrdmgtoSourceB.supportedTal1Credandll心aLadval1t'lgeSdldlletlaVeワ [3"1alhsJ

(b) WhatmessagelSConveyedbySoulCCEり (2mEll'ksj

6. ComparcandcontrasttllCγlewse:(pressedaboLlHhestrengthSOrthcrEValclalmanlsto

thetllrOneOrSictlymSourcesAandB T6mlI,叫

7. WllllreferencelothelrOrlgHISalldpurpose.dlSCuSSthevalueandllnlltatl01lSOf

SourccCaLldSollrCCDforlli510mnSStudylllghOIVEmperorHcl1ryVIconqueredSIClly l6JlltJl叫

8. UsEllglheSCSOurCCS1111dyourolVllkEIOWledgc,analyseho､＼′aEldwllyrIcnryVlbccanlC

KngorSlciEy帆DcccmberI194 lSJlLarksJ
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SPEC/3/H】STl/BP2/【NG/TZO/XX

HISTOFEY

ROUTE1

HIGllERLEVELANDSTANDARDLEVEL

PAPER2

SPEClMENPAPER

1hour30m】nutes

lnternationalBaCcalaureateO

BaC⊂alaur由thtematiOnal
BachELLeratolnternaCionaL

lNSTRU⊂T】ONSTO⊂AND】D〝rE5

'DonotopenthESeXamEnatlOnPaPeruntlllnStruCtedtodoso.

●Answertwoquestl0nS,eachChosenfromadlfferentTopIC.
･Quest10nSInthlSPapermustbeansweredwLthreferencetoeventsanddevelopmentsln

medleValEuropeandthelslanllCWOrEd.

4pages
のhlernaElOna柑aC⊂alaureateOrganlZatlOn2009

-2- SPEC/3/HIST1/BP2/ENGrrZO/XX

Topic1 I)yJlaStiesandrtllers

1. ExamlnethecWectsofinvasIOnSbyone∫slamicdynasty.

2. WhywasCharlemagnecrownedemperorin800?

3. Analysethereasonsfor(a)therlSeand(b)thedccllneOfcjfhcrtheUmmayadorthe
Abbasiddynasty.

4. ll… haい＼′ayS.andWJthWllatSuCCeSS.dldLouISVI(‖Oβ-日37)secktocxlel-droyalpowerm France7

5l Explainthealms,andaleaChlCVementS,OfeitheroneTslamicrt】tefOrOnemCdicvalEuropeanrtllefl

6. DJSCuSSSOCialandeconomicchangeundereitheronemedievalEuropeanruleroroneislamicruler.

Toplc2 SocietyandeeoT10my

7. EvaluatethenattJEeandImportanceOfsl8VeryinulCIslamicworld･

8. ExpJamwhy,andhow,onecjb,developedineifhcrthelslamicworJd,orlnmedievalEtJrOpe

9. DiscussthedrectsofthcmanorialsystemonpeasantsandmanorJallords･

10･ CompareandcontrastthelivesOfwomen丘omtwodifFerentsocialgroupsIThesoclalgroupschosen
canbcfromeithermedleValEtlrOPCOrdleIslamicworld･

1l. lnwhatWaysdlddiegrowthoftradehaveaninauenceonmedleValEuropeansocl吋7

12, ExaminetheextenttowhichreligtorHnfluencedlifelneithermedievalEuropeortheIslamicworld
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一3- SPEC/3/HISTl/BP2/ENGrrZO/XX

Top】C3 WarsaT.d､､.arrarc

13. Sclcctonewarthattookplacebetween600alld1450aEldevaEualelhCreasonsForitsoutcome

14･ ForWllatrea5011SLandln､VhaいvaySWasSeaPowermlpOrlantEn､Varrare?

15. AnaEyse111COulCOmC,andtheImpactOf.cilhcrtheBauleoral-QadlSlyya(636-637),ortheBattleor
PoltLerS(I356).

16･ Compareandcol-1rastIWoorthefo"oWEngn111EtaryleadersKhalldIbmal-WalEd.NUTal-D m .
Sa】aha1-Dm

17. ●̀ThCNonllanEllVaS10nOrE】1gEandilltO66WasplallnedllkeabuslllCSSCrLtCrPrlSe-.Towllatextent
lVZISW111EZImrSSuccessaSaETll]iLaryleaderlEl111lSCalllpaEgndueloplanntng,andlowhatCXtCnlWas
ltduetoolhcrractorsり

18. DISCuSStlleSOCIalandecol-OrmCenlCCtSOfwarfarelnEuropedurlngthefourteenthalld
点fteerlthcentlJries

T叩1C4 Tmtc)1cctual,culluralandartisILedcve‡opmczltS

19. lnWhatlVaySdldccntrcsortcarnlngll11ElelslamlCworldconlrlbulelOLlleSPreadorknowlcdgeり

20. ForwllatreaSOllS,andlnWllatWnyS,WeremOnaSlerleSlmPOrEa111forthedevelopmel1LofChrlStlall
scllOEarslllPtnmCdlCVaEEuropeり

21. Discusstheartisticandarchitecturalsignl点CanceofclthcronecatlledraEorOIIClargeurbanmosque

22. Analyselhcorlgtl1andIlllPaCtOrtllel､velfthccnLuryrCnalSSanCeIl一Europe.

23. "IslamLCScholarswerenotonlytranslatorsandcompllersofcx】stlngSClentif]cknowledge,
butcontributedmuchnewscientificknowledge}1WlthreferencetoIbmSlna(Avicenna)980-1037,
andIbmRushd(Averroes)I126-1198,toIVhatextentdoyouagreewiththisstatem ent9

24･ EvaluaLetlleCOntrlbul】0111omcdlCVa】EuropeallSCllOlarshlPOrOneOrlllCrOEloWmg･PeterAbe]ard
(1079-1142),RogerBacon(1220-1292),ThoJTIaSAquinas(1225-1274).

Turmoy(･r

-4- SPEC/3什1ISTI/BP2/ENG/TZO/XX

Toplc5 Rc]Lg】Onandthcstate

25･ Analyse111ereELSOnSforalldlmpaClotltlleSu1111i/Shi乱divlde.

26･ Forwhatrea50EIS,alldW.thwllatreSUltいVerelhcrcdtspuLcsbet､veensccu】arandrellgtOuS一eaders･1-
eithermedievalEuropeorlhclslamtcIVOrld?

27･ EvaluatetllerolepEaycdbyrelEgl0USlllSMutlOnSIntheCCO1-0mlCdevelopmentOflTICdlCVa】Europe

2等. D)scusstheimpo血lCeOfBemardofCJaLrVauX(1090ー1153).

29. ColllPareandcontrastal11トSernlLISmlllh100川1efollowEngCOUEILrlCS:Ellgland,France.Germally

30. Examinetlleroleoftlle〟lamo(lslamlC rellg10uSSCl10Ears)1nIsEamICdynastlCgOVCmmellt
andadmlnlSlratEOll
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SPEC/3/HISTl/HP3/ENG√｢ZO/ME
InternatlOnaLBaCCaLaureate'
BaCcaEauriatlnternational
BachlLLeratolnternacEOnaL

HISTORY

ROUTEつ

HtGHERLEVEL

PAPER3-ASPECTSOFTHEHlSTORYOF州EDIEVALEUROPEANDTHEISLAMI⊂WORl_D

SPEClMENPAPER

2hours30mEnUteS

lNSTRUCT10NSTOCAND=⊃ATES

'DorLotopenthlsexamlnat10nPaPerUntIElnStrUCtedtodoso

'AnSVJerthreequestIOnS

Spa白es
申Lnlerl-aLIOna18a⊂⊂alaureateOrganlZatlOn2008

-2- SPEC/3/HIST1/Ilア3/ENGrrZO/ME

l･ EvaluatetheImpactandimportanceforChristiamtyofthel･feandworkofBenedlCtOfNursla

2･ lnwhatways,andwithwhatresults,dldtheact10nSOfonemedievalpopea駄ctreliglousandpolltlCal
devclopmentsinEurope?

3. Examhlethefac(OrswhlChledtothecstabllShmentofFatimidruleinNorthAfrica.

4. D】scussFatimldIdeologyanditshistoricalimpactonotherrcJlgl0nS

5. TowhalexlelltWaSWIEllamI､scollque5tarLdruleorEngEandduelororceり

6. DISCUSSthesuccessesandfaLIuTeSOfrZenryIlaskingofEnghnd,andasrulerofthe

AngevmCommonwealth.

7･ ･-Apopularvch】clerorspErltualadval一cc1-lentalldmalcrJaLga=-1lTo､vhalextentdoesthlSqLlOtatlOn

explalnWhyChristianstookpartlntheCrusades9

8. EvaluatetheuseofJlhadbySalahal-Din(Saladin)dtlrJngthepeEIOdoftheCrusades･

9. Analysethereasor)sforthesuccessoftheMongolInvasionofthels】amlCWOlld

10. ExplalnlhclmportanceortlleBattleofLAyEIJalut

ll･JThesuccessortheRecoTlqLlLStainSpalnWaStheresultofMuslim weaknessfatherthan
chrlStlanStrengtll"ToWtlateXtClltdoyouagree､vilEltEIISSlatemel117

12･ ExpJaLnthesigniflCanCeOfthecontrlbutlOnSmadebyaLAn dalustothelslamlCWOEldbetweenthe
elghthandthetwelRhcentunes

13. -ShIPO'･MLLndL-I(Wo,-derortlleWorld).To､vhatextentd∫dtl-cEnlPerOrFrederickIldesen′e
thistitle?

14･ CompareandcontrastthepollCleSOfLouisIXandPhllipIVlnthedevelopmentofTOyalpowerand
iLlfluencelnFrance.
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-3- SPEC/3/HlSTl/rIP3/ENGrrZO/ME

15. DiscusstheflnalphaseoftheHundredYearsWarbetweenEnglandandFrance(1415-1453)

16. ExalTllnethePOHtlcalcrISeSracedbycltheroneEl1gllSllklngoroneFrencllkillsbetweent300
and1485

17. 小AlthoughlllOSIcolltemPOraryaCCOu]ltSOrtlleBlackDeatLlarceXaggCratCd,thePEaguccaused
unlVCrSalbeWlldermenlalldterrorrToWhatextentdoyouagreewJththisasscrtl011り

18, AnalysethecausesorpopuEarlEISUrreCt10nlEIFourlcell111ccnturyWesterllEurope

19･ Comparealldcontrastll-cefTTeclsofOtlo111allCOl1queStOlltwoCOuElneSIVl-1Chca.-beeitherChrlSllan
orTslanllC,OrOl1eOreaCh

20, Compare and contrastthe potECleSOrhyo orlhC folloWlrlg Mehmet日.SellmIarid
SulelmantheMagniGcent

21. WLlyWere7tallallCllleSPowerful.prosperousaEldprogressIVelntllehlelll】ddleagesワ

22･ AnalyselEleEmPaCtOrCilherLudovICOSrorzaorLorenT_0deMedlc10ElthepoEltlCa】aEldarLIStLC
deve】opmentOrhlSState.

23･ WhywaspatronageartimportantfactorinEuropeanoverseasexplorationbctweerl1400and1550?

24･ 1̂1alysethellllpOrtatlCCOrShip-bu】】dmg.Carlogl-aPhyal-d1-aVlgatlOl10mtravelandcxpEoratEO】l
betweeJl1400and1550.
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｢ spEC/5/MATHL/HPl/ENGrTZ0/XX

MATHEMATICS
HtGHEFtLEVl:L
PAPER1

SPECIMEN

2hours

⑩

Enternat.onaLBa｡｡aLaureated｢
Ba⊂亡aEaur由tlnternational
Ba⊂hILteratorntemaCional

CandldateseSSIOnnlJmber

O 0

ExaminatIOn(:Ode
lxlx回x卜回xlx回

ENSTRUC110NSTOCANDIDATES

'Writeyoursessl0nnumberFntheboxesabove
'DonotopenthlSeXamlnat10nPaPeruntEllnStru⊂tedtodoso

IYouarenotpermitteda⊂Cesstoany⊂akulatorforthESPaper.

･Se⊂t10nA: answeralEquest10nSlntheboxesprovlded
･SeCt10n8: answeralEquestEOnSOntheanswersheetsprovlded.Wnteyourse5510nnumber

oneachanswerSheet,andattachthemtothLSeXaminationpaperandyour〔over
sheetuSlngthetagprovJded

･AttheendoftheexamnatlOn,lndl⊂atethenumberofsheetsusedintheapproprJateboxon
yourCoverSheet.
'UnEeSSOtherwlSeStatedlnthequestl0n,alEnumerl⊂alanswersshouldbegivenexa⊂tEyor
CorreCttothreesignlftcantflgureS
IACLeanCopyoftheMdthemati亡StlLqndFurtherMothemalic5HLformulabookletESrequlred
forthlSPaper.
IThemaxlmUmmarkforthESeXamnatl0nPaperLSl720morks).

12pages

0lnternat10na】Ba⊂CalaureateOJganlZatlOr12012
｣

｢
】2- SPEC/5/MATL-IL/J-u,I/ENGrrZO/XX｢

FtLllmEl,k!("冒1101,1eCeSSl"Llyat･,〝′TleEtfo･･E7COn･L･C/anml･e,-1,llh,10WO,.kl17gAnAl一作,i,)LZlSIbe占I'F,POl･[elJ
byll,Orkmgml(UPIe.V,lal1a/I-0〃S TT'helt,a,1lLnSWe,,S1,7COl柁CI,W ",emE71b",(,),begEVell/07･E7CO/･IでCl
lJtL,tjlO(I.pJot･L{JeEltjltSlSSholl111byll･nlleTlll,01ktl1g rollalVJhelerOl･eEldv,ぷedtosl101川lltI･0'kmg

SECTIONA

AllSllelI./IlJtLe～〃0"SInlheboxesPrOVtded Wol.kmgmtLybecoll/1〃lLe{JbeIoll,tilelLl1eSIfnece.Ys〟Iy

1. lMElll/JLtLlllJILlLlk 61

Tl,eangEe州 esinthenrstquad,antandcosC = 1
5

(a) WrJtedownthevalueofslnC, Jlm(II･kJ

(b) Findthevalueoftan20. (2I)I(Ll̀ks}

･C, Fmdn-a.ueofcos(!)･givingyouranswerinthef-普 wherea,beZ･▲ [3-,I,･h]

｣
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∩3- SPEG/5/MATIIL/HPl/ENGrrZO/XX｢

fMarI777,ImIIlalk 7J

considertheequatIOn9･r3-45･rヱ+74x-40=0･

(a)Wri(edownthenumericalvalueof山esumandof(heproductoftherootsof
Lhisequation

(b) TherootsOfthisequatlOElarethreeconsecutivetermsofanarithmeticsequence
Takingtherootstobea,α±P,solve山eequation

【4- SPEG/5/M T̂HL/Hド1/ENGrrZO/XX｢

3. lMEl.tt/111LIJL〃taJ.k 61

Abagcontainsthreebansnumbered1,2and3FeSPeCtlVelyBillselectsoneofthese
ballsatrandomandhenotesthenumberontheselectedbaJI Hethentossesthat

nl】mberoffaircolnS

(a) Calculatetheprobab11ity山atnoheadisobtained

(b) GiventhatnoheadlSObtained,hdtheprobabilitythathctossedtwocolnS. [3HIOl.ksj
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-5- SPEC/5/MATHUHPl/ENGrrZO/XX1
4. rMtJ.rlmlI/tlJlllLJk6j

ThccontinuousvariableXhaspTObabllltydensltyflUJICt10n

f(-Y,-(]2'r:'i:-T',oOthSe慧S]e

(a) DetermineE(X).

(b) Determincthemodeof.1'

TurnoverJ

ー6- SPEC/5/MATHL/LIドt/ENGrrZO/XX｢

5･ {M(I_Yllll,(m malk 7}

TheRlnCt･OnI.sdehed,for一三≦ズ≦言,by/(x)-2cosx･xs･nx･2

(a) DeterminewhetherI】seven,oddorneitherevennorodd l3mllI叫

(b) Showthatf'(0)=0. (2Nlalk31

(C' ;0.Tnnts?.I,a;)haExbpe.ca::sberiIL'yoL=heOtieTe,.ghmnPshsobftfmhea:ta.sp霊 ScftJ:Tenxolt?natt■1e I,",a,.ks]
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【7r SPE仁/5/MAm L/HPl/ENGrrZO/XX｢
6. lMEl_llItILI/〟mlIl●k7j

hlthet'langleABC,AB=2J亨.AC=9andBAc-15 0･ .

(a) DetemineBC,giv.ngyouranswerintheform k J i .k∈Z+ [3malksJ

(b) ThepointDlleSOn(BC),and(AD)1SPCfPendlCularto(BC).DetermineAD. (4mlJl･ksj

-8- SPEC/5/MATHL/HT)1/ENG/TZO/XX

lM(I,TLI]JtLlll)lllLlkSj

ConslderthefoJlowmgSystemOfequations.

x+y+==1

2x+3y+I-3

x+3y-I-1

whereA∈R.

(a) ShowthatthissysteITldoesnothaveaunlqueSOlutionforanyvalueof,も (4mEII･ksj

(b) (1) DeterminetheyalueofAforwhichthesystemisconsJStent

(ll) Forthisvalueofi,findthegeEleraJsolut10nOflhesystem lJJJl(JIkSJ
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ー9- SPEC/5/MATHL/HP】/ENGrrZO/XX｢

8. rMEt.YJllL,ImmEtlk61

TheveclorsEL.b,csa(lSfytheequatlOntI+A+C=0.ShowthatL7Xb-bxc=cxLl

TurnoverJ

-10- SPEC/5/MATHL/lipt/ENGrrZO/XX｢

lMEIXtl)ttLJlHTLtJtk 7j

Thefunction/isde加edonthedomainx≧ObyI(x)-eJ- .Y'.

(a) (i) Findanexprcsslonfor/'(x)

(ii) GiventhattLleeqtJatIOnI(x)=0hastworoots,stalethelrvalucs･ (3lllaJkS}

(b) Sketchthegr叩hofI.showingclearlythecoordlnateSOfthemaximumand
m】nlmum.

(C)Henceshowthate濁>1lC
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DoNOTIH.I/e30lLrIl071mnthT叩llge

SECTIONB

A〃sll･el･IL//I/7eqLIeSll071J0,7thelm川,e7Jheelspro†,tlledP/etISeStEll/ellCjlqLIe.u10nOlltLltell,PElge

10, lMEll,]tltLmmlllk121

ConslderthecomplexnuJnbersI.=2cisl501andZ2--I+I

(a) calcuJate-tL g.Y.ngyo.,ranswerboth inmodulu5-argumentform and
Nlや

Cartesjanfom.

(b) Usingyourresults,点れdtheexactvalueoftan75',glvingyouranswerinthe

lTorma+J古,a,b∈五十.

ll. lMEl.ylmllmIITEIlk l9}

(a) FindthevalueofthemtegralLoJiJr 7 dr

(ら) FindthevalueoftheIntegral∫:5arcsinxdr･

(C) UsingthesubstltutlOn/Glane,flndthevalueoftheinte訂al

de

JoT,cos28→S.n20･

12,rMlIXtlltLJmmEtlk15}

TheRlJICtioJlrlSde点nedby/(x)=eJslnX.

･a)Showthatfr(･Y,-2eヰ 十号)
(b) Obtainaslmilarexpressionforf{J)(_V)

(C) sugges(anexpressionforI (叫(x),n∈Z+,andproveyourconjectureusing
mathematlCaHnduction

[3llIlLr叫

(4171lLl･ksJ

l811ZlJl叫

Turnoycr｣

｢
【12- SPEC/5/MATHL/HPl/ENGrrZO/XX｢

DoNOT-llJ'IlesohLl7011SOrlljllS/Nlge

13,ljlJlllrlmLLl77m(/lklJJ

Tlleftmctl0nrlSdeLlnedby

･(x,-(瓜22IbTrl二5,2:三三,

whereα,BE盈

(a) Giventhat∫andItsderivatLVe,I,areCOntiJluOuSforalJyaluesILtthedomaln
ofr,flndtheyalt】esofaandb

(b) Showthat/isaone-t0-Onefunction

[6mtTI叫

(3malksJ

(C) obtalnexpressionsfortheInversefunction′ ~■andstatethelrdomalnS (5m〟Jks]

｣
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･Se⊂tl0nA. answeralLquest10nSntheboxe5PrOVEded.

･SeCt10nB: answeraIlquestionsontheanswersheetsprovldedWnteyourSeSSIOnnumber

onea⊂hanswersheet,andattachthemtothESeXaminatlonpaperandyourCover

SheetuSlngthetagPrOVlded

･AttheendoftheexamnatJOn.indlCatethenumberofsheetsusedEntheappropriateboxon
your〔oversheet

･UnEeSSOtherwISeStatedlnthequest10n.allnurnerlCalanswersshouldbeglVeneXaCtlyor

CorreCttOthreeslgmft⊂antflgureS

'AdeanCopyoftheMothemotJ-<SFILqndFuTfllerMatheTrlCtiES〃Lformu/0booklerlSreqUlred
forthJSPaper

IThemaxlmummarkforthISeXamlnat10nPaperESl120moTks]

15pages
皮目ntematlOrlal8a(くalaureateOrganlZat10n2D12

｢
【2- SPEC/5/MATHL/HP2/ENGrrZO/XX｢

FJIllmalkSlJ1-e,70177eCeSSa/.LlyELWElldellfoJtLCol.)eCtEm SIIeJ̀WIIhnowolkJ〃C,E, /LllSWel日17tll/be
5ZIl?PO)./e(IbylIOlk"1ga17llyole･Vla11aILOllJLIltlXI//lCLL(a);SOltI/LOnSfotln亡び.omtIglaPhlCE/1517(aycalczIlEL/011
shoLIldbesLLj,POT･LedbystIE/ableworkllZg,eg.tfgrt7PIISa,VIISedloji17dasol〝/.0,7..P･JShoILldsketchthese
lISPallof)m Ll･EI/151I･gt.W jtelYa77EJltSlrellSJ〝COnYCLsome〃1alksmlt)Ibegll･eJI/OracoJ･JeClmeII70(I,

p,ovLlIedlltIS,iSjlOWJlby-I･1'Jlle77WOJkmg )rolla,Ylj1e,Yfo,yalll･tsed/a･ul0--爪.10I･kLllg

SECTtONA

AnilI･e/〟llqLIeStLOn.HIT/jtebo,respITnWIelJWorklJlgI11り,becolt(mLlellbel㈹ /helmesLfI1eCeSS〃り,

L lMEI_YLlmLlllmttl･k 61

GIVClltllat(x-2)lSafacloroff(x)=x'+ax2+bx-4al1dtllatdlVISIOnOり~(I)by
(.r一])leavesarcmainderof16,点ndthevalueofL7andtheyalueofb.
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2. lMll.YtlltLlmm(IIk 51

The触 ttem aJldthecommonratioDfageometrlCSerJeSareder10ted,respcctlVely,

bytJalld,wllerCa,r∈QIGIVeJltha(dlCthirdtermis9andthestlmtOhGnity
is64,fhdthevalueofELandthevalueofl･

_4_ SPEC/5/MATHuHP2/ENGrrZO/XXl

3, lM(I,YEI171LllLlll(Jlk 6j

TheheightsofaIlthenewboysstartingataschoolweremeasuredandthefoIJowlng

cumuLatlVeffequeLICygraphwasproduced

I(3u
anb
a也
3̂
tlt2Tn
u
rn
U

Helght(m)

(a) Completethegroupedfrequencytablef♭rthesedata l2",E･1'ksj

lntcrva] Frcqucney

】1.0,1.1]

]1.1,L2]

ll.2,1.31

ll.3,1.4】

]L4,I.5]

]1,5,I.6]

n71LSqL'e.tll0JZCO)1/"mLJ50/1/jlefollowJ/1gJXLge)
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(QLle.ytl0)73colt/lmleEl)

(b) Estimatethemeanandstandarddeviationofthehelghtsofthese80boys. [2Jtt(Jl叫

(C) ExplainbrlenyWhetherornotthenormald】stTlbutlOnPrOVldesasultable

modelforthlSPOPulatlO爪. [2I"al･叫

TurnovcrJ

｢
¶6- SPEC/5/MATHL/HP2/ENGrrZO/XX｢

4. ljWarlm ZII)日J7EIrk61

ThecomplexnumberI=-Ji+■

(a) FlndthemoduLusandargtlmentOfI,glVingtheargumeLltindegrees J2111Euksj

(b) FlndthecuberootofIwhlCh)Leらindle点rstquadrantoftheArganddiagram,
glVlngyouranswerinCarteslanform. {2maI叫

(C) FindthesmallestpositlVeInteger〟for､VlllCll=〝isaJ,OSLtiverealnumber {2mtL,k31
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5. rMarL17LtLIILlJLltJ･k 61

TheparticlePmovesalongthex-axlSSuchthatitsveloclty,VmS~l.aHll--eIsccoElds
ISgLVenbyv-cos(E2).

(a) GIVCntllatPisaldlCOrigjn0attimeI-0,cakulate

(i) thedisplacementofPfrom0aller3seconds;

(ll) thetotaldlStanCetraVe=edbyPm山enrst3Seconds. lJmEIlkJj

(b) FlrLdtlletEmeahvlllCllthetolaldEStallcctraVCIEedbyPISlm lZlttlIt叫

TuH10YCrJ

【 8_ SPEC/5/MATHL/HP2/ENGrrZO/XX｢

6. (M(1,1Lm tLlll)ll(Ilk 61

Thehnction/･so'theromlI(x)-崇 ,J≠-三･GIVenmat也egraphoffllaSb

asym ptotesx--4a,-dy--2,anddatlhepoint(号･.).iesonhegmph,findthe

valuesofll.balldc
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7. lMt1XL/mlllLllttJrk 9j

Aship,S,is10kmnorthofamotorboat,M,at12.00pm Theshipistravellingnortheast
､vltElaCOnSlanlvelocttyof20kmhr-LIThemotorboatwJShestointercepttheshipand

■tmoveswllElaCOnStar)IVClocltyOr30kmhr-1madlreC1】OnCdegreeseastofnorth

lnOrderfortheInterceptiontotakeplace,detemline

(a) thevatucofO; ljmlJl･ks]

(b) thetimeatwhichtheinterceptlOnOccurs,CorrecttOthenearestmlnu(e. (5malkjj

TtJrnOver

｣ L

_10_ SPEC/5/M T̂HL/HP2/ENGrrZO/XX｢

(MEtrIImml/)tEIJk 91

0ABCDEisaregularhexagonandlJ,bdenoterespectlVelytheposlt10nYeCtOTS
ofA.Bwlthrespectto0

(a) SllOWtllatOC=2AB (2111tLl･吋

(b) Findtheposit10nVeCtOrSOfC,DaLldEintermsofEtandb l777701･ksj
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9. (MarLlmlllLIJLaJk 71

AJadderoflength10monhorizontalgroundrestsagalnStaVerticalwalLThebottom
oftheladderJSmovedawayfromthewallataconstantspeedof0.5ms~lcalculate
thespeedofdescentofthetopoftheladderwhentTlebottomoftheladderlS4maway
fromtllCWall

｢
-12- SドEC/5/MATHL/HP2/ENGrrZO/XX

DoNOT--/aL"lLIlIO"30)7IhlSPElge

SECTTON】;

A〃SlL･eJ･all(JL,e･TILOn･T011lj,ealml,et･J7eel叩′OV,llel/Plel,sei/(,//eELChqL,e･州OJI0"tJlleW/X,ge

lO･lMEl.tTllltImmlJ).A J2j

ThepolntSAandBhavecoordirlates(1.2,3)and(3,I,2)relativetOanOrigjn0

(a) (l) FmdOAxOB

(ii) DeterminetheareaoflhetrlangleOAB.

(iil)FlndtheCartesianequa(IonOftheplaneOAR. (5mlIIksj

(b) (i) FindthevectorequationofthellnC L.contaimngthepointsAandB･

(Il) TllelEllei,hasvectoreqtJatl0m
(粕 イ…〕

DeterminewhetherornotL.andL2areSkew･ J7)"atksj
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DoNOTll･II/asl)ILL/7017SOnlhlSPlJge

ll. lMarllmEI)1〃tlLlk]3j

AbankoffersloansofSP atthebeginnlngOfapartICul8rmonthatamonthly
lnlerestrateor∫.TheInterestiscalculatedatthecndofeachmonthandaddedto

山eamountoutstalldlng･ArepaymentofSRisrequiredattheendofeachmonth
LetSS〟denotetheamountoutstandingimmedjatclya触rthenthmonthlyrepayment

(a) (1) FirldanexpressionforStal1dshowthat

sl-P(i+蕊)211･(l･孟 ))･
(ii) Determineaslm･JarexpresslOnforS〝 HcllCeSl-oWthat

s"-p(I･& r-T ((I･許 ) √7〟,a,kLY]

(b) Sueborrows$5000a(amonthlymteres(rateofl%andplanstorepaytheloan
ln5years(IL,60mollths).

(I) Calculatetherequiredmorlthlyrepayment,glVingyouranswerconでctto
twodecimalpJaces.

(li) ARer20months,sheinh引1tSSomemoneyandshedecidestoreJ)aythe
loancompletelyatthattlme.Ilowmuchw上llshehavetorepay,gJVILlg
youranswercorrectto払enearestS? {6mlJ)kjj

Turl1Over_J

SPEC/5/MATliL/liP2/ENGrrZO/XX

DoNOTwnleJOhltLO/1占OnlhESIXJge

12.lMa.ulllEImmalk I/-i

Thewelghts,inkg,ofmalebirdsofacertainspecleSaremodelledbyanormal
distributionwithmeanJLalldstarLdarddev】ationq

(a) GJVenthat70%oftheblrdsweighmorethan2.1kgand25%ofthebirdsweJgh
morethan25kg,calculatethe;ValueofFLanddleValueofa,

(b) ArilTldomsampleoftenofthesebirdsJSObtalned.LetXdemo(ethenumberof
bJrdslnthesampleweighingmorethin25kg

(I) CalcuJateE(X).

(ii) Calcuhtetheprobabilltythatexactly五veofthesebirdsweigh more
山an25kg.

(Ill)DetemlLnethemostllkelyvalueofX

(C) Thenumberofcggs,Y,laldbyfemaleblrdsofthisspeciesdtJrmgAleneStmg
seasonismodclledbyaPo】ssondlstributionwithmeanA YouareglVenthat
P(Y≧2)≡080085,correctto5decimalplaces

(i) DeterminethevalueofA

(ll) CalculatetheprobabilLtythattworandomlychosenblrdslayatotalof
twoeggsbetweenthem

(liz)GiventhatthetwobirdslayatotaloftwoeggsbetweeElthem,calcuJatethe
probablLltytJlattheyeachlayoneegg.

lj/Jlmk31

[5malksj

〟J〃〝J叫



- 55 -- 55 -- 55 -

15- SPE仁/5/MATHL/HP2/ENGrrZO/XX｢

DoNOT～-,m/eJOhLlLOJZSall/)ItsINLge

13. lMa_yJ〃tIIl17m(IJk I81

Thefunctionrisdefhledonthedomaml0.2]by/(_T)-lll(X+1)sm(7cc)

(a) Obtalnanexpressionfor′r(x). {3mtIJ血ノ

(b) Sketchthegmphsofrandf'onthesameaxes,showmgclearlyall.Y-Intercepts l4Ill(JtksJ

(C) ド】ndtllC･1-coordinatesofdletwopOlntSOFinfEexiononthegraphoff (2"I(J'kSj

(d) FindtheeqtJationoftheJIOrnlaltoategraphoffWhereJG075,giylngyour
ar)sWer】ntheformy-Ill.r十C

(e) ConsiderthepointsA(a,/(a))･B(b,I(b))a..dC(cJ (C))whcrcEL.bandc
(a<b<C)arethesolutlOnSOftheequationI(x)-f'(x) Findtllearet10fthC
trlang)eABC.

｣

PIcaSCdonotwrlteOnthispage･

Answerswrjttcnon舶spage
Willnotbcmarked.
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一2- SPEC/5/MATHL/[-IP3/ENGrrZO/DM

Plea.～e∫/("/ellCjTqtle.〝LO17017tlllelI,LXlge Fzlll)11EIlk!07T"0/,7eCeSJl"tlyELWOlYleElfo,E7CO-'C/a,1511●el'
lI,I/h)70ll,OIkt,1g A〃J11,elSlllLIYtbes,Il)POltelJbvIVO,kmgL7′7EUo)-expla17lI/1011SIllPalIICLLlE".AWluIIO〝S
/OLml/AomEJgl･aPi17CdlJPl町CalcIIlalo,shotllElbe.YtLP/M,ledby5tIII(,blelf,O･･kl,7g.egtrglaPllSa･t,LISed/0
611daso/LI/ton,yOZLSholl/dshe/ch//7eSeaLfPar/Ofyoll,･anSWelニWJ,e,t,a77arlSWellISI'ncorlYC/,SOtTtemarkF
mり,begI一･eJlfol･aCOJ･)eCImelilOd,pl･m･ldeLlIi.tSTSSllOWnbywr,Ilo"-,.0,kmg l'olLaJt･Ihel.e/olでadt･lSe,I
/0JL･hotl,lJlIwo).klng

1. lMarJtlIIImmal･k9}

(a) UsetheEtlClideanalgorithmtoLin°thegreatestcommondiy)so一of259and581 JjI)JtLlks1

(b) Hence,orothenvise,丘ndthegeneralsolut10ntO仙edlOPhantlneequation
259x十581yE71

2. lMlJ,YLlmIltll)tmk 131

ThcgraphGhasveTtLCeSP,Q,R,S,TaJldthefottowingtab一eshowsthenumber
ofedgesJOIJlmgeachpairofvertices

P q R S T

P 0 I 0 I 2

Q 10I00
R 01 0 1 1
S 10100
T 2 010 0

(a) DraWthegraphGasapJanargraph

(b) GIViElgareaSOn,StateWhetherornotGES

(I) sirnple;

(ii) connected;

(m)blPartlte.

(C) ExplainWhatfleatureOfGellabksyoutostatethat】thasal一Euler】alltraElalld
wrltedolⅥlatraiL

[517LEtJksj

(217LaJ･kSJ

ml'SqL'eJ/LOllCOM/LmLeJallljlefoI/Oll'〃tgINLge)
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(QLIeSIJO712conIJnLLelI)

(d) ExplahwhatfeatureofGenablesyoutostateitdoesnothaveanEulenan
circult. (1177tJlkj

(e) FindthemaxlmUm numberofedgesthatcanbeaddedtothegraphG
(notJnCludinganyloopsori.urthermultipleedges)whilststillkeepingitplanar lJmurkrj

3, lJl,lEJ.YltJLLIllJ〃1lJlk l2}

(a) OneyersionofFeEmat'sllttletheoremstatesthat,undercertainconditions,
apL'=1(modp).

(I) S1101VlhaHlllSresultFSllOttrueWllen(∫-2,p-9andstatewhlChofthe
condit10nSISnotSatlS鮎d.

(li) FlndthesmaHestposltivevalueofA satlS&Jngthecongrt)encEi
2M=k(mod9).

(b) FindalltheLntegerSbetweenlooand2005atJS&ingthesimultaneous
cor唱ruenCeS3,r≡4(mod5)alld5_r=6(mod7)

4. lMEI.YIllLLLIIlmEIIk l21

TbeweightsoftheedgesofagraphGwithverticesA,B,C,DandEareglVeFllnthe
followJngtable.

(a) StartlngatA,usethenearestneighbouraJgorithmtofindanupperboundfor
thetfaVelllngSalesmanproblemforG

(b) (1) UseKruskal'salgorlthmtof】ndanddrawamLnimumspannlngtreefor
thesubgraphobtainedbyremovJngthevertexAfromG

(ii) Henceusethedeletedvcr(exalgorJthmto点ndalowerboundforthe
travcllingsalcsmanproblemforG.

[4111lJlksJ

(8mlIlksj

TtlrJIOver

-4- SPEC/5/MATHL/HT)3/ENGrrZO/DM

5 lMlI_TLIIltLlll)ll(]tk ljj

(a) Thesequence(zL〝).77e釘,satJSRestherecu'rencヲrelation"〃･2-5zL･･･.~6lLn
GiventhatzL,-ZLユニ3,Obtainanexpressionfor7(ルintermsOfa.

(b) Thesequencetv〟).n∈盗+,sati5負estherecurrencerelationv".2-4㌦..-4V,.
GIVenthatv.-2andv1-12,usetheprincIPleofstroJlgmathematical
mducll0ntOShO､Vll-alv〃-2h(2,7-1)
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PlelL.YeJ'/EtlleEIClZqtJeJJJOllallane一l,Page FTl//mlIlblIle170II1eCe･SS(tJI/y ml･tIlで/ed/ol(ICOl.)'eCllmnI'el
ll,Ilk110WOl･kmg AJTSWel･SmtLSlbeJLJPPOtIe(IbylI･OlkE11galZlUoleWIET11lltLOl1S IT7Pl"/EC,I/al;･"llLtLO"S
foII",IβⅥ〝1aglaPhlCdLSPlEtl7(･alcL,lalorSjlOLEldbesI,I,POl./e(/bysLl.ItLblell,OlkLllg,eglfglaPh･- Iell･YeLlIO
fndasoltLILOTl,yOtLShozLldsketchtheseasparEofyozLr･LJlliWel.WI1enanLlnilVerJS1,1COrreCl,SOTTtemar血
ma)JbegEl･el.r0,.,,CO,7cc/"1ethoEl.pttn,IdeE/zhLSt･9Sん-17bywnlfe1日1,07kmg roll0,YIj1e,dol･elldvtsed
/asl701l･EIllwolkl17g

1. (Ma_rLmZmlIll(I)A 14]

･llefunction,isde点nedonn edo-al阜 ;lbyI(x,=･n(.+slnX,

(a) sh.wthatJ･(I)-一丁 -｣二一
(1+slnX)

(b) (J) FindtheMaclaurLnSerleSforI(.Y)uptoandir)cludlngthetemlln X
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国際バカロレアを活用した大学入試（例）

平成 26年 4月現在
１．現在、実施中のもの

●玉川大学 国際バカロレアＡＯ入試

全学部

●岡山大学 国際バカロレア入試

理学部、医学部保健学科、工学部、農学部、マッチングプログラムコース

●関西学院大学 グローバル入試ＩＢ入試

神学部、文学部、社会学部、法学部、経済学部、商学部、人間福祉学部、国際学部、教育学部、総

合政策学部

●横浜市立大学 国際バカロレア入試

国際総合学部（国際教養学系、国際都市学系、経営科学系、理学系）

●大阪大学 学部英語コース特別入試

理学部・工学部・基礎工学部（化学・生物学複合メジャーコース）、人間科学部（人間科学コース）

●上智大学

国際教養学部、理工学部（物質生命理工学科グリーンサイエンスコース、機能創造学科グリーンエ

ンジニアコース）

●早稲田大学 ＡＯ入試

国際教養学部、政治経済学部、英語による学位取得プログラム（政治経済学部、社会科学部、基幹

理工学部・創造理工学部・先進理工学部）

●国際教養大学 ＡＯ入試

２．今後、導入予定のもの

●慶應義塾大学 帰国生・ＩＢ入試

法学部 ※今年９月入試から

総合政策学部、環境情報学部でも調整を開始

●筑波大学 国際バカロレア特別入試

全学群・学類 ※今年 10 月のアドミッションセンター入試及び国際科学オリンピック特別入試と
同時期

●東京大学 推薦入試（2016年度～）
推薦要件に合致することを証明する根拠となる書類例として、ＩＢ成績証明書も明示（法学部、教

養学部）

●京都大学 特色入試（2016年度～）
提出書類の中に記載する高校在学中の顕著な活動歴の例として、ＩＢの成績も明示

●上智大学

全学部 ※ 2016年度から

●大阪大学 グローバルアドミッションズオフィス(GAO)入試
全学部 ※ 2017年度から

※ 募集要項等の公表資料等から文部科学省にて作成。なお、申請等に当たっては、各自、最新の

情報等を確認することが必要。
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国際バカロレアを活用した大学入試（例） 
平成 26 年 4 月 

 

Ⅰ 現在実施している大学 
 

１. 玉川大学 国際バカロレア AO 入試 
○ 平成 22 年より実施。 
○ 実施学部：全学部（文学部、農学部、工学部、経営学部、教育学部、芸術学部、リベラルアーツ

学部、観光学部） 
○ 出願期間：平成 25 年 9 月 27 日～10 月 3 日（春入学） 
○ 出願資格 
（１）2013 年４月～2014 年３月 31 日までに国際バカロレア資格を取得または取得見込みの者（ただし、

2014 年 3 月 31 日までに 18 歳に達していること）。なおかつ、日本語を母語とする者または Japanese 
B を HL で履修し、成績評価が 4 以上の者。 

 （２）大学が定める大学入学資格を有し、2012 年 4 月～2013 年 4 月 31 日までに本学の各学部が指定す

る教科のサーティフィケート（※当課注：DP は取得できないが、教科ごとの認定を受けるもの）

を取得または取得見込みの者。 
○ 出願時に IB が取得できていない場合は、学校が発行する予想得点証明書で対応可。 
○ IB 資格をもとに出願する（１）の場合、①コミュニケーションシート（受験者の意思や IB での

学習に関するもの数枚）、在籍校のカレッジカウンセラーまたは DP コーディネーターが作成する

EVALUATION FORM、国際バカロレア資格証書のコピー、IB 最終試験成績証明書、各種資格・検

定取得の証明書の写しを提出し、書類審査のみで判定する。 
○ 合格者には、入学前課題学習を実施。 
○ 実績：2013 年度-1 名が受験、1 名合格・入学予定。 
 

２．岡山大学 国際バカロレア入試（AO 入試） 
○ 平成 24 年度入試から、国際バカロレア入試（春入学）を実施。平成 25 年度からは、欧州 IB 資

格取得見込者の受入を目指し秋入学試験も開始。 
○ 実施学部：理学部、医学部保健学科、工学部、農学部、マッチングプログラムコース 
○ 出願期間：春入学（平成 25 年 8 月 1 日～5 日） 秋入学（平成 25 年 2 月 5 日～7 日） 

○ 出願資格（以下、秋入学におけるもの） 
（１） 国際バカロレア資格証書を平成 25 年４月から平成 26 年３月までに授与された者で、平成

26 年 3 月 31 日までに 18 歳に達するもの 
（２） 国際バカロレア資格の取得において、次の①および②に該当する者 

①日本語 A を日本語により履修し、成績評価が 4 以上の者 
②学部により異なるが、数学・物理・化学等の科目を上級レベル（Higher Level）により履修し、

成績評価が 4 以上の者とする学科が多い。 
○ 出願時は、①国際バカロレア資格証明書の写し、②IB 最終試験 6 科目の成績証明書、③自己推薦 

書、④評価書（進路指導担当者又は日本語の担当教員が作成。）の提出が求められ、書類及びスカ

イプを活用した面接により審査が行われる。出願時に資格証明書が取得できない場合は学校の発行

する見込みの証明書で出願可。 

○ 実績：2013 年度秋入学は、3 名が受験（いずれも日本国籍。1 名が国内インター、2 名が海外イ

ンター出身。）し、3 名が合格。 
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３．関西学院大学 グローバル入学試験（インターナショナルバカロレア入試） 
○ 平成 24 年度文部科学省「グローバル人材育成推進事業（全学推進型）」への採択を期に、3 種類

のグローバル入学試験の一環として実施。 
○ 実施学部：神学部、文学部、社会学部、法学部、経済学部、商学部、人間福祉学部、国際学部、

教育学部、総合政策学部 
○ 出願期間：平成 25 年 8 月 27 日～9 月 3 日（春入学） 
○ 出願資格：次の１）、２）および３）に該当し、下記の出願要件を満たす者。 
 １）高等学校もしくは中等教育学校を卒業した者、もしくは 26 年 3 月に卒業見込の者。 
 ２）志望学部の所定の課程を修めるとともに、実践型世界市民育成プログラム登録しコース所定の課 

  程を修めることを志す者。 
 ３）インターナショナルバカロレア DP のフルディプロマを取得済の者。もしくは平成 26 年 3 月 31 日

までに取得見込で IB Predicted Score が出願時に 26 ポイント以上である者。入学にはフルディプロマ

を取得していることが条件。 
○ 第一次選考：筆記審査、英語題材論述、日本小論文（9 月 14 日結果発表） 

第二次選考：面接審査（9 月 26 日結果発表） 
○ 実績：初年度のため実績なし。 
 

４．横浜市立大学 国際バカロレア入試 
○ 平成 26 年度から新設。 
○ 実施学部：国際総合学部（国際教養学系、国際都市学系、経営科学系、理学系） 
○ 出願期間：平成 25 年 9 月 6 日～9 月 10 日（春入学） 
○ 出願資格：日本国籍を有する者または日本国の永住許可を得ている者その他これに準ずる者で、 

 次の（１）および（２）のいずれにも該当する者 
（１）国際バカロレア事務局から、2012 年４月１日から 2014 年３月 31 日までに国際バカロレア資

格を授与された者もしくは授与される見込みの者で 2014 年 4 月 1 日までに 18 歳に達する者、または

これに準じる者（以下略） 
○ 選考方法：小論文、面接（10 月 22 日結果発表） 
○ 実績：初年度のため実績なし。 
 

５．大阪大学「学部英語コース特別入試」 
○ 平成 22 年度より「グローバル 30」事業の一環として実施。いずれも秋入学。 
○ 実施学部：「化学・生物学複合メジャーコース」（理学部・工学部・基礎工学部）、「人間科学

コース」（人間科学部）において実施。いずれも秋入学。 
○ 出願期間：25 年 10 月 1 日～26 年 1 月 14 日（秋入学） 
○ 出願資格：外国において学校教育における 12 年の課程を修了あるいは修了見込みの者など、指

定のいずれかの要件に該当する者（この中の一つとして、「国際バカロレア資格を有する者で、平

成 26 年９月 30 日までに 18 歳に達するもの」が含まれる。この場合、見込み点で出願可能。） 

 （※なお、本プログラムは、基本的に、外国や国内インターなどで学修した者であるが、IB に関しては

日本人が国内１条校の IB 校で履修した場合も対象となる。） 
○ IB を活用して出願する時、英文エッセイを含む願書、英語力を証明するスコア（IB A１で英語を

取得している場合は不要。）、国際バカロレアの資格証書、スコア等を提出する。化学・生物学複

合メジャーコースでは、書類審査の後に面接審査を、人間科学コースでは、書類審査、面接審査の

後、各種スコアで最終選考（書類選考）を実施する。 
○ 実績：IB を利用した学生の内訳（合格者に占める人数） 
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     Human Sciences Program：2010 年 14 人中 2 名、2011 年 12 名中 2 名、2012 年 20 名中 8 名 
   Chemistry- Biology Combined major program：2011 年 9 名中 3 名、2012 年 10 名中 4 名 
 

６．上智大学国際教養学部 
○ 出願期間：春入学 25 年 9 月１日～10 月１日、11 月 20 日～12 月 20 日 
              秋入学 25 年 11 月 20 日～12 月 20 日、26 年 4 月 21 日～5 月 21 日 
○ 出願資格：（1 年次入学） 
①国内外で学校教育における 12 年以上の課程を修了した者、および修了見込み者 
②日本国内の外国系学校で 12 年以上の課程を修了し、本学入学時に満 18 歳に達する者 
③国際バカロレア（IB）資格を取得した者、および取得見込みの者 
④その他、上記①～③と同等以上の学力があると本学が認めた者 

○ 選抜方法：IB を活用して出願する時、願書、国際バカロレアの資格証書、スコア、TOEFL また

は IELTS、推薦状を提出し書類審査のみを実施する。 
○ 実績：2013 年度春入学       志願者 174 名のうち 9 名  

2013 年度秋入学（１期募集） 志願者 215 名のうち 65 名  
※ 国際教養学部のほか、理工学部英語コース（募集 30 名）でも IB を活用した入学審査を実施。 
 

７．早稲田大学国際教養学部（AO 入試） 
○ 出願期間：25 年 8 月 19 日～25 年 9 月 18 日（春入学、秋入学） 
○ 出願資格：日本の学校教育法施行規則第 150 条の規定により、高等学校を卒業した者と同等以上

の学力があると認められる者のうち、次の 1.～3.のいずれかに該当する者、または 26 年３月 31 日

までにこれらのいずれかに該当する見込みの者。 
  2. 日本の文部科学大臣の指定した者のうち、次の a.～d.のいずれかに該当する者。または 26 年３月

31 日までにこれらのいずれかに該当する見込みの者で、26 年３月 31 日までに 18 歳に達する者。 
   a. 国際バカロレア資格を有する者。（以下略。） 
○ 第一次選考：書類選考（25 年 10 月 18 日結果発表） 

第二次発表：面接・筆記審査（英語小論文）（25 年 11 月 25 日結果発表） 
○ 実績：25 年度は 85 名合格（4 月：21 名、9 月：64 名） 
※ 国際教養学部のほか、政治経済学部、英語による学位取得プログラム（政治経済学部、社会科学

部、基幹理工学部、創造理工学部、先進理工学部）でも IB を活用した入学審査を実施。 
 

８．国際教養大学（AO 入試） 

○ 出願期間：平成 25 年 10 月 28 日～11 月 8 日（春入学） 
○ 合格発表：平成 25 年 12 月 6 日 
○ 出願資格：要件の一つとして。日本国内において、IB カリキュラムの DP を修了し、最終試験 6

科目に合格した者または平成 26 年 3 月までその見込みの者。 
○ 選抜方法：書類審査に加え、小論文（日本語）、面接を課す。 
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Ⅱ 今後実施予定の大学 
 

１．慶應義塾大学 帰国生・IB 入試  
○ 平成 26 年 9 月入試より、法学部において実施予定。また、総合政策学部、環境情報学部でも調

整を開始。 
 

２．筑波大学 国際バカロレア特別入試 
○ 平成 26 年 10 月のアドミッションセンター入試及び国際科学オリンピック特別入試と同時期に、

全ての学群・学類において実施予定。 

 

３．東京大学 推薦入試 

○ 平成 28 年度より導入する推薦入試の概要（平成 26 年 1 月公表）によると、学部ごとに「求める

学生像」と推薦要件等を設定。 
○ この中で、法学部と教養学部は、推薦要件に合致することを具体的に証明する根拠となる書類の

例として、IB の成績証明書を明記。 
 

４．京都大学 特色入試 

○ 平成 28 年度より導入する特色入試の概要（平成 26 年 3 月公表）によると、①高等学校での学修

における行動と成果の判定、②個々の学部におけるカリキュラムと教育コースへの適合力への判定、

により、学部が定めたカリキュラムと教育コースを受けるにふさわしい学力と意欲を備えた者を選

抜 
○ 高等学校在学中の顕著な活動歴を知る手掛かりとして IB の成績も例示。 
 

５．上智大学 

○ 平成 28 年度より、これまでの国際教養学部、理工学部英語コースに加え、全ての学部において

実施予定。 
 

６．大阪大学 グローバルアドミッションズオフィス（GAO）入試 

○ グローバルアドミッションズオフィス（GAO）入試において、平成 29 年度より、現在一部の学

部のコースで行われている IB を活用した入試を、全ての学部に拡大して実施予定。 
 
 
※ 募集要項等の公表資料等から文部科学省にて作成。なお、申請等に当たっては、各自、最新の

情報等を確認することが必要。 
※※ AO 入試や特別入試等において、IB スコアも考慮の対象としており、書類審査や、必要に応

じて面接、論述試験、小論文試験、筆記試験等を実施するものであって、かつ、日本の学校の卒

業生が対象となっているものを記載。（帰国生や留学生に対象を限定しているものは除外。） 
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国際バカロレア導入に関する教育委員会の主な検討状況

平成２６年３月現在

１．東京都

平成２４年度に庁内に「国際バカロレア検討委員会」を設置。平成２５年３

月にとりまとめた報告書で、ＩＢを目指す学校として都立国際高校を選定。平

成２５年１１月には、平成２８年度から同校でのＩＢ（ＤＰ）による授業の実

施を目指すことを公表。

平成２５年１０月、国際バカロレア機構に対し、ＤＰ候補校申請を提出済み。

２．札幌市

平成２５年９月、教育委員会事務局学校教育部長の市議会文教委員会での説

明の中で、平成２７年度に開校する市立札幌開成中等教育学校にＩＢ（ＭＹＰ

・ＤＰ）を導入する方針を表明（ＭＹＰについては、できる限り早い認定を、

ＤＰについては平成３０年度末までの認定を目指している）。

３．佐賀県

平成２５年１０月より、庁内に検討部会を立ち上げ、ＩＢ（ＤＰ）認定校の

設置について検討中。

４．滋賀県

平成２５年１２月、教育長の県議会本会議での答弁において、人材の確保や

多額の費用の捻出など、ＩＢ（ＤＰ）導入に当たっての課題解決を図りながら、

平成３０年度を目途に認定されることを目指して取り組む方針を表明。

５．京都府

平成２５年１２月、教育長の府議会本会議での答弁において、府立高校への

ＩＢ（ＤＰ）導入に向けた庁内組織を立ち上げ、国の動向も注視しながら、カ

リキュラムの開発、指導できる教員の確保など具体的な検討を始める方針を表

明。

６．北海道

平成２６年２月、教育長が、道議会冒頭における「教育行政執行方針」で、

将来的なＩＢ（ＤＰ）の導入について検討を進める方針を表明。

※ このほか、大阪府・市が「国家戦略特区」に係る提案募集に対し、公立学校運営の民間への開

放に関する提案の一つとして、ＩＢ認定を受ける公設民営学校の設置を提案。

なお、公立学校運営の民間への開放については、国家戦略特別区域法において、公立学校の教育水準の

維持向上及び公共性の確保を図りながら、公立学校の管理を委託することを可能とするため、関係地方公

共団体との協議の状況を踏まえつつ、一年以内を目途として具体的な方策について検討を加え、その結果

に基づいて必要な措置を講ずるとされている。

※報道及び各教育委員会からの聴取内容等に基づき文部科学省にて作成
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